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防
災
に
つ
い
て

防
災
に
つ
い
て  

み
ん
な
で
考
え
よ
う

み
ん
な
で
考
え
よ
う

〜〜  

一
人
ひ
と
り
の
備
え
が
地
域
の
防
災
力
に

一
人
ひ
と
り
の
備
え
が
地
域
の
防
災
力
に  

〜〜

　

近
年
、
国
内
で
は
、
短
時
間
に
局

地
的
な
豪
雨
が
降
り
、
全
国
各
地
で

洪
水
や
土
砂
災
害
に
よ
る
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
も
、昭
和
42
年
8
月
の「
羽

越
水
害
（
8
・
28
水
害
）」
や
平
成

7
年
4
月
の
「
新
潟
県
北
部
地
震
」、

平
成
10
年
8
月
の
通
称
「
8
・
4
水

害
」、
平
成
23
年
7
月
の
「
新
潟
・

福
島
豪
雨
」
な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
く

の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
住
宅
の
浸
水
・
倒
壊
や
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
の
停
止
な
ど
大
き
な
被
害
が

伴
い
、
特
に
羽
越
水
害
で
は
、
15
人

の
人
的
被
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
つ
発
生
す
る
か

予
測
で
き
な
い
自
然
災
害
を
防
ぐ
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。日
頃
か
ら
の「
備

え
」
を
家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で
実
践

す
る
こ
と
で
災
害
か
ら
命
や
財
産
を

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

災
害
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め

「
備
え
」
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

大  

規
模
災
害
に

規
模
災
害
に

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

備
え
よ
う

備
え
よ
う

　

市
で
は
、
万
が
一
の
災
害
発
生
に

備
え
、
組
織
的
に
対
応
で
き
る
態
勢

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
災
害
発
生
時
に
は
、「
市

や
消
防
、
警
察
な
ど
の
行
政
機
関
に

よ
る
救
助
・
援
助
（
公
助
）」
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

実
効
性
の
あ
る
対
策
を
と
る
た
め

に
は
、「
自
分
の
身
を
自
分
自
身
で

守
る
（
自
助
）」
と
「
地
域
や
近
隣

の
人
た
ち
が
協
力
し
合
う
（
共
助
）」

が
必
要
と
な
り
ま
す
。「
自
助
」と「
共

助
」
が
、
災
害
時
の
被
害
を
抑
制
す

る
「
地
域
の
防
災
力
」
と
な
り
、「
公

助
」
と
の
連
携
に
よ
っ
て
被
害
の
軽

減
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地  

域
の
力
で

域
の
力
で

　
　
　
　

　
　
　
　

  

防
災
・
減
災

防
災
・
減
災

8.4 水害で冠水した国道 49 号（庄ヶ宮地内）8.4 水害で冠水した国道 49 号（庄ヶ宮地内）

「
新
潟
県
北
部
地
震
」
の
最
大
震
度
は

「
新
潟
県
北
部
地
震
」
の
最
大
震
度
は
55
でで

し
た
が
、
震
源
が
浅
く
、
住
宅
の
倒
壊
な
ど

し
た
が
、
震
源
が
浅
く
、
住
宅
の
倒
壊
な
ど

大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
（
上
高
田
地
内
）。

大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
（
上
高
田
地
内
）。

⬆

　災害時の被害を最小限に抑え、大切な命や財産を守るために

は、自助（家庭）、共助（地域）、公助（行政）の連携により、

災害対応に当たることが大切です。

防災対策のイメージ防災対策のイメージ

自助自助
（家庭）

地域や近隣の人た

ちが協力し合う

自分の身を自分

自身で守る

市や消防、警察

など行政機関に

よる救助・救援

公助公助
（行政）

共助共助
（地域）

地域の防災力
災害時の被害を抑制

　皆さん、防災の日を知っていますか？ 　皆さん、防災の日を知っていますか？ 

　国や地方公共団体をはじめ、広く国民が災害についての認識を深　国や地方公共団体をはじめ、広く国民が災害についての認識を深

めるとともに、これに対する備えを充実強化することにより、災害めるとともに、これに対する備えを充実強化することにより、災害

の未然防止と被害の軽減を図るために設けられています。の未然防止と被害の軽減を図るために設けられています。

　毎年、9月 1日を「防災の日」、この日を含む 1週間を「防災週間」　毎年、9月 1日を「防災の日」、この日を含む 1週間を「防災週間」

としています。としています。

　万が一、大規模災害が起こったとき、自分や家族の身を守るこ　万が一、大規模災害が起こったとき、自分や家族の身を守るこ

とができるのか…。あなたはどう考えていますか？とができるのか…。あなたはどう考えていますか？

　今回の特集では、あらためて防災について考え、被害を抑制したり、　今回の特集では、あらためて防災について考え、被害を抑制したり、

被害に遭わなかったりするために必要なことを考えてみましょう。被害に遭わなかったりするために必要なことを考えてみましょう。
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皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
、
災
害
の
備

え
は
あ
り
ま
す
か
？ 

　

東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
市
や
消

防
、
警
察
な
ど
の
行
政
機
関
が
被
災

し
、
被
災
者
へ
の
救
助
や
支
援
が
迅

速
に
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
際
に

は
、「
自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
」
と

い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
身
の
安

全
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
、
各
家
庭
に
お
い
て
日

頃
か
ら
災
害
に
関
す
る
知
識
と
物
資

を
備
え
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

備
え
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
難
し

い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で

は
、
家
庭
で
備
え
る
3
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。

家  
庭
で
の

庭
で
の

　
　
　
　

　
　
　
　

  
備
え
が
重
要

備
え
が
重
要

　

市
で
は
、
防
災
対
策
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
で
は
、
今
年
度
末
ま
で

に
市
内
全
て
の
耐
震
化
が
完
了
し
、

公
共
施
設
で
も
計
画
を
策
定
し
て
順

次
耐
震
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

河
川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
順
次
改
修
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
対
応
で
は
、
平
成

27
年
4
月
に
市
内
全
域
で
防
災
行
政

無
線
の
運
用
を
開
始
。
無
線
装
置
を

使
っ
て
市
内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
防

災
行
政
無
線
子
局
等
か
ら
防
災
情
報

を
放
送
し
ま
す
。

　

食
料
品
・
復
旧
用
資
材
・
建
設
資

材
な
ど
の
物
資
に
つ
い
て
は
、
市
内

数
か
所
に
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
市
内

に
事
業
所
を
置
く
20
以
上
の
企
業
や

団
体
な
ど
と
災
害
支
援
協
定
を
締
結

し
、流
通
備
蓄
も
確
保
し
て
い
ま
す
。

　

広
域
連
携
で
は
、
栃
木
県
の
真
岡

市
や
埼
玉
県
の
桶
川
市
と
災
害
支
援

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
一
方
が

被
災
し
た
場
合
、
支
援
物
資
の
供
給

や
支
援
活
動
を
行
う
広
域
的
な
応
援

態
勢
も
整
え
て
い
ま
す
。

さ  

ま
ざ
ま
な

　
　
　
　

  

災
害
対
策
を
推
進

災
害
対
策
を
推
進

家庭で備える 3つのキーワード家庭で備える 3つのキーワード

　自分の地域の避難所を必ず確認しましょう。道路は

河川の増水により通行ができなくなる可能性があるの

で、安全な避難経路を確認することも大切です。市が

配布した防災ガイドブックやハザードマップでもう一

度確認しましょう。

避難を考える
キーワード1

　災害に遭わないためには、積極的に情報収集を行う

ことが大切です。強い雨が降り続いたり、地震を察知

したら、テレビやラジオ、インターネットなどで情報

収集に努めましょう。防災行政無線、市ホームページ

でも防災情報を発信します。

情報を集める情報を集める
キーワード2

　災害が起きると避難所での生活が想定されます。こ

の場合に備えて、生活に最低限必要な物を準備し、

リュックサックなどの背負えるものに入れて、避難の

ときに持って逃げる「非常持出袋」を、玄関などのす

ぐに取り出せる場所に用意しておきましょう。

持出袋を常備する持出袋を常備する
キーワード3

を考え難を考え

自助

市が行っている災害対策市が行っている災害対策

団
体

し
、流広

市
や

協
定

被
災

や
支

態
勢

公助公助

平成 25 年に耐震化された分田小学校平成 25 年に耐震化された分田小学校 新潟・福島豪雨で水原総合体育館に避難した市民新潟・福島豪雨で水原総合体育館に避難した市民

水
原
小
学
校
備
蓄
倉
庫
の
物
資
。
食
料
品

水
原
小
学
校
備
蓄
倉
庫
の
物
資
。
食
料
品

の
ほ
か
、
簡
易
ト
イ
レ
や
お
む
つ
、
カ

の
ほ
か
、
簡
易
ト
イ
レ
や
お
む
つ
、
カ

セ
ッ
ト
式
コ
ン
ロ
な
ど
も
備
蓄
さ
れ
て
い

セ
ッ
ト
式
コ
ン
ロ
な
ど
も
備
蓄
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
す
。

松﨑さん家族（表紙）が、松﨑さん家族（表紙）が、

市で備蓄している非常市で備蓄している非常

食を試食 !!食を試食 !!

　一番人気は、缶入りパン「パンですよ 

チョコチップ味」でした。パンの食感、風

味を残したまま缶詰めされたもので、家

族全員に高評価でした。他にもフリーズ

ドライされたトン汁、お湯や水を入れる

だけで食べられる五目ごはんも好評でし

た。いずれも簡単に食べられ、5年間保

存できます。

⬆

阿
賀
浦
橋
近
く
の
阿
賀
野
川
防
災
ス
テ
ー

阿
賀
浦
橋
近
く
の
阿
賀
野
川
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
備
蓄
し
て
い
る
物
資
。
土
の
う

シ
ョ
ン
に
備
蓄
し
て
い
る
物
資
。
土
の
う

袋
や
一
輪
車
、
ホ
ー
ス
な
ど
の
復
旧
用
資

袋
や
一
輪
車
、
ホ
ー
ス
な
ど
の
復
旧
用
資

材
な
ど
が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。

材
な
ど
が
備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。

⬆

市
内
１
３
４
か
所
に
設
置
さ
れ
た
防
災
行

市
内
１
３
４
か
所
に
設
置
さ
れ
た
防
災
行

政
無
線
子
局

政
無
線
子
局

⬆

特集　防災について みんなで考えよう
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市
で
は
、
災
害
の
発
生
に
備
え
て

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
自
然
災
害
の
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
が
「
災
害
は
人
ご

と
」
と
思
わ
ず
、
日
頃
よ
り
備
え
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

各
家
庭
で
も
、
い
つ
発
生
す
る
か

分
か
ら
な
い
災
害
の
発
生
に
備
え
、

こ
の
春
に
全
戸
配
布
し
た
防
災
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
災

害
を
知
り
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

過
去
の
災
害
対
応
で
は
、
地
域
の

人
た
ち
が
自
発
的
に
避
難
を
行
っ
た

り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
助
け

合
っ
た
り
し
て
、
救
助
活
動
や
避
難

支
援
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
災
害

の
被
害
を
軽
減
す
る
大
き
な
成
果
を

上
げ
ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
の
立
ち
上
げ
や
活

動
を
通
し
て
、「
共
助
」
を
高
め
る

こ
と
が
、
地
域
の
防
災
力
強
化
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
地
域

や
近
所
の
人
た
ち
が
協
力
し
合
う

「
共
助
」
に
つ
い
て
、
今
一
度
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

総
務
課 

危
機
管
理
室 

（
内
線

２
７
６
）

総務課 危機管理室

高橋主任

地  

域
の
防
災
と

域
の
防
災
と

　
　
　
　

  

減
災
を
目
指
し
て

減
災
を
目
指
し
て

地域防災活動の紹介地域防災活動の紹介

　

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

「
自
助
」
と
「
公
助
」
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
避
難
の
際

や
避
難
所
で
の
生
活
に
お
い
て
、「
共

助
」
の
大
切
さ
が
大
き
く
報
道
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
7
年
1
月
に
発
生
し
た
阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
も
、「
共
助
」

で
救
助
さ
れ
た
人
の
割
合
が
、
調
査

に
よ
っ
て
、
8
割
と
も
、
9
割
を
超

え
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
で
組
織
す
る
自
主
防
災
組

織
は
、
行
政
が
把
握
す
る
こ
と
が
困

難
な
地
域
の
細
や
か
な
情
報
を
持
っ

災  
害
時
に
は

　
　
　
　

　
　
　
　

  

共
助
が
大
切

共
助
が
大
切

⬆

平
成
平
成
2626
年年
1010
月
、
分
田
小
学
校
区
で
行

月
、
分
田
小
学
校
区
で
行

わ
れ
た
市
の
地
域
防
災
訓
練
。
住
民
約

わ
れ
た
市
の
地
域
防
災
訓
練
。
住
民
約

３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

３
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

自主防災組織の活動に自主防災組織の活動に

取り組みましょう !!取り組みましょう !!

　市では、自治会で組織する自主防災組織に

対して次の支援しています。自主防災組織

は、現在 233 自治会で取り組まれ、組織率

は 83.2％となっています。まだ組織化してい

ない自治会や組織化したものの活動が軌道に

乗っていない自治会の皆さん、この機会に活

用を検討してみませんか？

項目 支援内容

準備

説明会の開催、他の地域

での取組紹介、規約等の

作成支援

資材

補助上限 5万円

例 : 土のう袋、ヘルメット、

ハンドマイク、スコップ

※ 災害で消耗した場合は、

追加支援あり

運営 訓練などの運営支援総務課 危機管理室総務課 危機管理室

高橋主任高橋主任

自  

主
防
災
組
織
の
役
割

主
防
災
組
織
の
役
割

学校町自治会長　木村 昭作さん学校町自治会長　木村 昭作さん

　

平
成
26
年
、学
校
町
自
治
会
で
は
、

宝
く
じ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
地
域
の
防
災
活
動
に
必

要
な
備
品
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
自
治
会
内
で
防
災

訓
練
を
実
施
し
、
住
民
の
防
災
意
識

を
高
め
ま
し
た
。
特
に
力
を
入
れ
て

い
る
取
り
組
み
は
、
住
民
の
安
否
確

認
態
勢
の
整
備
で
す
。
今
年
10
月
ご

ろ
ま
で
に
は
態
勢
を
整
え
て
訓
練
を

実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
に
関
す
る
課
題
は
、

女
性
の
参
加
で
す
。
会
員
の
ほ
と
ん

ど
が
男
性
で
、
普
段
仕
事
な
ど
で
家

を
空
け
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
い
ざ

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
組
織
が
う

ま
く
機
能
す
る
か
心
配
な
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
女
性
の

力
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
住
民
が
結
束
し
て
、
地
域

を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

学校町の取り組みを聞いてみました学校町の取り組みを聞いてみました

⬆

東日本大震災から 4年が経過しました。東日本大震災から 4年が経過しました。

災害は忘れたころにやってきます。自治災害は忘れたころにやってきます。自治

会の集まりなどの機会に、防災について会の集まりなどの機会に、防災について

話し合ってみてください。話し合ってみてください。

共助

平成 20 年 6 月、小松自治会で行われた防災訓練平成 20 年 6 月、小松自治会で行われた防災訓練

て
い
ま
す
。
過
去
の
経
験
や
地
域
の

地
形
な
ど
に
精
通
し
て
お
り
、
的
確

な
初
動
対
応
が
で
き
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
の
主
な
役
割
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

○ 

自
治
会
内
に
お
け
る
緊
急
時
の
連

絡
体
制
の
確
立

○ 

緊
急
時
に
連
絡
・
避
難
な
ど
が
で

き
る
隣
近
所
の
組
織
づ
く
り

○ 

周
り
の
人
の
手
助
け
が
必
要
な
人

（
避
難
行
動
要
支
援
者
）
も
一
緒

に
、
隣
近
所
で
避
難
で
き
る
体
制

づ
く
り

○
危
険
箇
所
の
把
握

○
避
難
場
所
の
確
認

○
防
災
訓
練
の
実
施（
年
1
回
程
度
）

バケツリレーによる消火訓練バケツリレーによる消火訓練

AEDを使った救命訓練AEDを使った救命訓練
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■この記事に関する問い合わせは、上下水道局 下水道担当へ　☎ 62-2833

下水道で広がる未来
子・孫の代まで清流清流を

　諸外国に比べ、著しく遅れていた日本の下水道

の全国的な普及を図るため、下水道をアピールす

る活動として、昭和 36 年に「全国下水道推進デー」

が始まりました。

　そして、平成 13 年、より親しみのある名称と

して「下水道の日」に変更されました。

　以前は水の使用量が少なかったので、川などの

自浄作用で汚水は浄化されていました。しかし、

汚水量が増え、汚れの質も変わり、川の自浄作用

は限界を超えています。都市化の進展などで汚濁

の速度も増しているため、下水道はライフライン

に欠かせない施設となっています。

　汚水が道路側溝に流れなくなるため、ハエ・蚊の　汚水が道路側溝に流れなくなるため、ハエ・蚊の

発生や悪臭を防ぎ、清潔な環境のまちになります。発生や悪臭を防ぎ、清潔な環境のまちになります。

　家庭からの汚水や工場排水を処理場できれいに　家庭からの汚水や工場排水を処理場できれいに

して放流するため、川や海がきれいになり、自然して放流するため、川や海がきれいになり、自然

を守ります。を守ります。

下水道の日とは？

下水道は必要？

下水道の役割

本年度工事予定区域
◎京ヶ瀬地区

　下里地内、月崎地内

◎水原地区

　 安野町地内、東柳町・水原地内、牧島・福田・

堀越地内、水原寺社地内、中潟地内

◎笹神地区

　村岡地内、榎船渡・上高田・山倉地内、横山地内

　　9月 10 日は下水道の日9月 10 日は下水道の日！

説明会の開催
　下水道の整備予定区域が決まると、下水道整備

に関してご理解いただけるよう、関係自治会を対

象に工事概要や受益者負担金・下水道使用料等に

関する説明会を開催します。

本年度現地調査・詳細設計箇所
◎水原地区◎水原地区

　大野地地内　大野地地内

◎笹神地区◎笹神地区

　塚田・下一分地内　塚田・下一分地内

■この記事に関する問い合わせは、地域医療推進課 病院建設係へ　☎ 62-2510（内線 288）

あがの市民病院あがの市民病院あがの市民病院あがの市民病院
間もなく開院

9 月下旬から 10 月上旬の診療スケジュール9月下旬から 10 月上旬の診療スケジュール

駐車場のお知らせ駐車場のお知らせ

内覧会を開催します内覧会を開催します

　10 月 1日（木）の「あがの市民病院」の開院に

当たり、各診療のスケジュールについてお知らせ

します。土曜、日曜は診療を行いませんので、注

意してください。

9月 10月

25 日 26 日 27 日 28 日 29 日 30 日 1日 2日 3日 4日 5日 6日

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

外来診療 水原郷病院 ※移転期間 あがの市民病院

救急診療 水原郷病院 あがの市民病院

手　　術 水原郷病院 ※緊急対応 あがの市民病院

分　　娩 水原郷病院 ※緊急対応 あがの市民病院

人工透析 水原郷病院 ※移転期間 あがの市民病院

※移転期間：移転作業に伴い診療を休止します。　※緊急対応：緊急時は対応します。

　あがの市民病院開院後、

水原郷病院の解体工事と外

構の整備に着手します。

　このため、しばらくの間

は第 1駐車場、第 2駐車場、

臨時駐車場を利用してくだ

さい。

　ご不便をお掛けします

が、ご協力をお願いします。

＜駐車可能台数＞

第 1駐車場：約 40台

第 2駐車場：約 150 台

臨時駐車場：約 30台

　一般者向けの内覧会を開催します。皆さん

の来場をお待ちしています。

　この内覧会では、あらかじめ決められた

ルートに沿って見学していただきます。

日時：9月 20日（日）午後 1時 30分～ 4時

駐車場： ①第 2駐車場、②水原郷病院敷地内病児保

育室隣駐車場、③阿賀野川土地改良区職員

駐車場

その他： 事前の申し込みは不要で、どなたでも参加

できます。

10 月 2 日（金）より外来診療開始

至国道 49 号

至水原駅

しこーえん様しこーえん様

第 1駐車場

臨時駐車場臨時駐車場

第 2駐車場

あがのあがの
市民病院市民病院

水原郷病院水原郷病院

水原小学校

入り口入り口
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唄
え
よ
踊
れ

だ
し
の
風
の
よ
う
に

　
　
　
　
　
　

響
き
渡
れ

ふ
る

　

さ
と

　

88
月月
22
日
、「
ふ
る
さ
と
だ
し
の

日
、「
ふ
る
さ
と
だ
し
の

風
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

風
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
場
の
気
温
が

　

当
日
は
、
会
場
の
気
温
が
3838
度
を
度
を

超
え
る
猛
暑
の
中
、
芸
能
発
表
、
新

超
え
る
猛
暑
の
中
、
芸
能
発
表
、
新

潟
プ
ロ
レ
ス
、
屋
台
の
出
店
、
魚
の

潟
プ
ロ
レ
ス
、
屋
台
の
出
店
、
魚
の

つ
か
み
取
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
か
み
取
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

夜
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
た

　

夜
は
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
た

た
く
太
鼓
に
合
わ
せ
、
大
民
踊
流
し

た
く
太
鼓
に
合
わ
せ
、
大
民
踊
流
し

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
汗
だ
く
で
、
ま
つ
り
を

　

参
加
者
は
汗
だ
く
で
、
ま
つ
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　　

魚のつかみ取り魚のつかみ取り

新潟プロレス新潟プロレス 司会は清野幹さん（阿賀野市出身）司会は清野幹さん（阿賀野市出身）

新潟下駄総おどり新潟下駄総おどり

のど自慢＆歌謡ショーのど自慢＆歌謡ショー
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原
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

　
　

原
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の

　
　

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　

来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　

楽
と
獅
子
の
共
舞
が
今
年
か
ら
祭
り
に

　
　

楽
と
獅
子
の
共
舞
が
今
年
か
ら
祭
り
に

　
　

加
わ
り
、
水
原
地
区
の

　
　

加
わ
り
、
水
原
地
区
の
44
団
体
が
神
楽

団
体
が
神
楽

舞
・
獅
子
舞
を
披
露
。
観
客
は
伝
統
芸
能
を

舞
・
獅
子
舞
を
披
露
。
観
客
は
伝
統
芸
能
を

継
承
し
て
い
る
各
団
体
の
演
舞
に
見
入
っ
て

継
承
し
て
い
る
各
団
体
の
演
舞
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　
　

踊
流
し
に
は
、

　
　

踊
流
し
に
は
、
1717
団
体
・
約
５
５
０
人

団
体
・
約
５
５
０
人

　
　

が
参
加
。
お
な
じ
み
の
水
原
甚
句
を
み

　
　

が
参
加
。
お
な
じ
み
の
水
原
甚
句
を
み

ん
な
で
踊
り
ま
し
た
。

ん
な
で
踊
り
ま
し
た
。

　
　

・
灯
籠
来
舞
に
は
、

　
　

・
灯
籠
来
舞
に
は
、
88
団
体
が
参
加
。

団
体
が
参
加
。

　
　

灯
籠
の
ぶ
つ
け
合
い
が
激
し
く
行
わ

　
　

灯
籠
の
ぶ
つ
け
合
い
が
激
し
く
行
わ

れ
、
大
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

れ
、
大
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

 

の
他
に
も
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

の
他
に
も
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
堀
越
小
学
校

ニ
ー
で
堀
越
小
学
校
66
年
生
に
よ
る
樽

年
生
に
よ
る
樽

樽
囃
子
演
奏
や
、
瓢
湖
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

樽
囃
子
演
奏
や
、
瓢
湖
で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ

れ
た
噴
水
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
人
を
魅
了

れ
た
噴
水
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
人
を
魅
了

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

水水神神民民ザザそそ

第
41
回

堀越小学校児童による堀越小学校児童による樽樽
たるたる

囃囃
ばやばや

子子
しし

大勢の人が参加した民踊流し大勢の人が参加した民踊流し

参加者、来場者とも熱狂したザ・灯籠来舞参加者、来場者とも熱狂したザ・灯籠来舞

分田神楽による舞の披露分田神楽による舞の披露 一番灯籠を手にした一番灯籠を手にした堀堀
ほりしょうかいほりしょうかい

翔會翔會
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催　
　

し

第
3
回

昭
和
の
乗
り
物
大
集
合

in
阿
賀
野
２
０
１
５

▼
日
時
＝
9
月
27
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
午
後
3
時
（
午
前
9
時
〜
開
会
式
、

午
後
2
時
40
分
〜
閉
会
式
）

▼
会
場
＝
笹
神
支
所
「
駐
車
場
」

▼
内
容

・ 

昭
和
の
乗
り
物
展
示
（
三
・
四
輪
車

約
１
０
０
台
、
二
輪
車
約
１
０
０
台
）

・ 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・ 

自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・ 

マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
（
無
料
）

・ 

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
子
ど

も
安
全
免
許
証
発
行
（
本
物
そ
っ
く

り
の
免
許
証
を
無
料
発
行
）

・ 

特
産
品
の
販
売 

な
ど

▼
見
学
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
昭
和
の
乗
り
物
大

集
合
」
で
検
索
」）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
共
催
＝
安
田
商
工
会
、（
一
社
）
日
本

自
動
車
連
盟
▼
後
援
＝
阿
賀
野
市
ほ
か

▼
協
力
＝
阿
賀
野
警
察
署
ほ
か

▼
問
い
合
わ
せ
＝
昭
和
の
乗
り
物
大
集

合
in
阿
賀
野
２
０
１
５
実
行
委
員
会
事

務
局　

坂
詰　

☎
０
９
０
‐
８
８
７
３

‐
６
０
３
９
（
午
後
7
時
〜
9
時
受
付
、

時
間
厳
守
）

sh
o
w
an
o
n
o
rim
o
n
o
@
yah
o
o
.co
.jp

市
運
動
普
及
員
会
事
業

シ
ャ
キ
！
い
き
！

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー

　

あ
が
の
シ
ャ
キ
！
い
き
！
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

　

毎
月
1
の
つ
く
日
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

デ
ー
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
一
緒
に

歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
10
月
1
日
（
木
）
午
前
8
時

50
分
集
合
※
小
雨
決
行

▼
集
合
場
所
＝
第
2
砂
郷
沢
駐
車
場

（
出
湯
登
山
口
）

▼
コ
ー
ス
＝
詩
の
杜
や
ま
び
こ
通
り
コ

ー
ス
（
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
あ
る
8
・
2

㎞
の
コ
ー
ス
）

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
雨
具

※ 

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
、
荷
物
は

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
入
れ
る
な
ど
し

て
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ポ
ー
ル
の
貸
し

出
し
が
あ
り
ま
す
。 

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
運
動
普
及
員
会
事

務
局
（
健
康
推
進
課
内
・
内
線
６
３
５
）

第
44
回

阿
賀
野
市
子
ど
も
科
学
展

　

市
内
の
児
童
・
生
徒
が
、
夏
休
み
中

に
作
成
し
た
科
学
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
優
秀
な
作
品
に
授
与
す
る
各
賞
も

発
表
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
12
日
（
土
）、13
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
会
場
＝
安
田
公
民
館
「
大
集
会
室
」

※ 

会
場
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
主
催
＝
市
教
育
委
員
会
、
三
市
北
蒲

原
郡
地
区
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
問
い
合
わ
せ
＝
三
市
北
蒲
原
郡
地
区

理
科
教
育
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
４
‐

22
‐
２
１
３
９

動
物
と
触
れ
合
お
う

'15
下
越
地
区
動
物
愛
護

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▼
日
時
＝
9
月
13
日
（
日
）
午
後
1
時

〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
新
発
田
市
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
「
南
側
広
場
」（
新
発
田
市
本
町

4
‐
16
‐
83
）

▼
主
な
内
容

① 

動
物
愛
護
功
労
者
、
長
寿
動
物
飼
育

功
労
者
の
表
彰

② 

警
察
犬
・
災
害
救
助
犬
の
模
範
演
技

③ 

盲
導
犬
の
お
仕
事
紹
介

④ 

ポ
ニ
ー
ふ
れ
あ
い
乗
馬
体
験

⑤
動
物
ふ
れ
あ
い
広
場

⑥
ど
う
ぶ
つ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ

⑦ 

動
物
な
ん
で
も
相
談

⑧  

動
物
お
手
入
れ
教
室

⑨
盲
導
犬
体
験
歩
行

⑩ 

ペ
ッ
ト
の
た
め
の
防
災
コ
ー
ナ
ー

▼
そ
の
他
＝
雨
天
の
場
合
、
同
セ
ン
タ
ー

「
剣
道
場
」
で
、
表
彰
式
と
一
部
イ
ベ
ン

ト
（
パ
ネ
ル
展
示
）
の
み
実
施
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
'15
下
越
地
区
動
物

愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
事

務
局
（
下
越
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

内
）　

☎
０
２
５
４
‐
24
‐
０
２
０
７

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫

雲
寺
さ
え
ず
り
の
里
催
し

◎
マ
ツ
ム
シ
の
声
を
楽
し
む
会

　

夕
暮
れ
の
公
園
を
散
策
し
、
秋
の
虫

の
音
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
5
日
（
土
）
午
後
6
時
〜

8
時
▼
会
場
＝
県
立
紫
雲
寺
記
念
公
園

▼
集
合
場
所
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー

紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里
（
新
発
田
市
藤

塚
浜
海
老
池
）

▼
そ
の
他
＝
懐
中
電
灯
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
タ
カ
の
渡
り
を
見
る
会

　

見
晴
ら
し
の
良
い
所
ま
で
バ
ス
で
移

動
し
、
猛も

う

禽き
ん

類る
い

の
渡
り
を
定
点
観
察
し

ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
▼
会
場
＝
剣
龍
峡
（
林
道
新
発

田
南
部
線
頂
上
）
▼
集
合
場
所
＝
剣
龍

峡
「
駐
車
場
」（
新
発
田
市
荒
川
）

▼
そ
の
他
＝
小
雨
決
行
。
雨
具
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
共
通
事
項

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
横
雲
の
里

秋
祭
り
（
16
周
年
祭
）

　

毎
年
恒
例
の
秋
祭
り
を
開
催
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
12
日
（
土
）
午
後
2
時

30
分
〜
3
時
30
分
▼
会
場
＝
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
横
雲
の
里
「
駐
車
場
」（
新

潟
市
江
南
区
阿
賀
野
1
‐
2
‐
1
）

※
雨
天
の
場
合
、
屋
内
で
実
施
。

▼
内
容
＝
松
井
町
太
鼓
の
会
な
ど
の
演

奏
や
民
謡
流
し
の
ほ
か
、
多
く
の
飲
食

屋
台
が
出
店
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
横
雲
の
里　

本
間　

☎
61
‐
５
５
５
５

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
農業委員会  ☎ 68ー3238
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館    （休館中）
水原公民館    （休館中）
水原郷病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

調
査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
協
働
推
進
課 

市
民
協
働
推
進
係
（
内
線
６
０
３
・
３
４
８
）

平
成
27
年
国
勢
調
査
に
ご
協
力
を
！

【市役所・各支所の開庁時間】
午前 8時 30 分～午後 5時 15 分〔土曜、日曜、祝日、
年末年始 (12 月 29 日～ 1月 3日 ) を除く〕

寄付紹介

　8月 7日、市内にも笹神工場（女堂）を有し、化

学薬品を製造するローム・アンド・ハース電子材料

株式会社のブライアン・エモンズ代表取締役と関係

者が水原中学校を訪れ、寄付贈呈式が行われました。

　同社の親会社、ダウ・ケミカル日本株式会社が、

社会貢献事業の一環として毎年実施しているもの

で、今年で6年目。田中市長にティンパニなど楽器

9台（200万円相当）の寄付目録を手渡されました。

　寄贈楽器は各中学校吹奏楽部で使用。水原中学

校吹奏楽部では、同日関係者を招待してサマーコ

ンサートを開催し、これまでの寄贈に感謝しました。

4
中
学
校
へ
楽
器
を
寄
贈

●
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
日
本
㈱

　7月 31 日、株式会社若月商店（北園町）の若

月正和代表取締役とその協力業者会「若和会」

の齋藤勲会長が来庁。7月 19 日に開催した「第

14 回大感謝祭」での入場料など 187,440 円を阿

賀野市の未来を担う子どもたちの育成に役立て

てほしいと寄付されました。

　このイベントは、地域事業者等の協力により、

地元への感謝の気持ちを込めて同社が毎年実施

しているもので、タレントのトークショーや歌謡

ショー、木工教室、だんごまきなどが行われました。

当日は約860人が来場し、大いににぎわいました。

子
ど
も
た
ち
の
育
成
に

●
㈱
若
月
商
店

市長、教育長、市内中学校長等と記念撮影、市長、教育長、市内中学校長等と記念撮影、
前列左がブライアン・エモンズ代表取締役前列左がブライアン・エモンズ代表取締役

左から、齋藤会長、若月代表取締役、田中左から、齋藤会長、若月代表取締役、田中
市長市長

隊員紹介

地
域
お
こ
し
協
力
隊

●
8
月
1
日
付
け
で
委
嘱左から、吾妻さん、内山さん左から、吾妻さん、内山さん

大会名： ファミリーマートカップ第 35 回全日  

　本バレーボール小学生大会全国大会

日　程：8 月 11 日～ 14 日

会　場： 東京体育館（東京都渋谷区）ほか

　6月 27日・28日、柏崎総合体育館・新潟産業

大学体育館で、ファミリーマートカップ第35回

全日本バレーボール小学生大会新潟県大会が開

催され、「水原新津ソレイユ」が見事優勝しました。

　水原新津ソレイユは、阿賀野市と新潟市秋葉

区の小学生バレーボールチームで、部員数の減

少に伴い、｢水原ソレイユ ｣と「新津ジャスティ

ス」が合併し、昨年 6月に結成されました。

　7月27日、選手・監督が市役所を訪れ、田中市

長に県大会優勝と全国大会出場を報告しました。

　全国大会では、3チームのリーグ戦方式で予

選が行われ、1日目を 1勝 1敗の 2位で突破。

2日目も 1 勝 1 敗の 2 位でしたが、準々決勝

進出戦に進めず、惜しくも敗退しました。

　　　おめでとう！　全国大会出場Sports 

【前列左から】神宮未朱さん（新津第二小）、本間乃愛さ

ん（新津第二小）、荒木香帆さん（新津第二小）、押味颯

さん（小合小）、加藤幸音さん（水原小）

【後列左から】斎藤満里奈さん（小須戸小）、荒木裕結さ

ん（新津第二小）、石坂咲夢さん（水原小）、纐纈啓史監督（学

校町）、佐々木彩さん（新津第一小）、田中市長

　

市
で
は
、
地
域
農
業
や
地
域
の
魅
力

発
掘
・
活
性
化
の
担
い
手
と
し
て
、
都

市
部
か
ら
意
欲
の
あ
る
人
材
を
受
け
入

れ
る
た
め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募

集
。
吾
妻
泰
介
さ
ん
（
東
京
都
港
区
）

と
内
山
宣
裕
さ
ん
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

を
第
2
期
生
と
し
て
決
定
し
、
8
月
3

日
、
市
役
所
で
市
長
か
ら
2
人
に
委
嘱

状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

吾
妻
さ
ん
は
市
内
の
農
業
法
人
で
農

業
支
援
の
活
動
を
、
内
山
さ
ん
は
市
の

商
工
観
光
課
で
観
光
振
興
支
援
や
観
光

協
会
運
営
支
援
の
活
動
を
、
来
年
3
月

31
日
ま
で
行
い
ま
す
（
更
新
に
よ
り
最

長
3
年
間
）。



15 平成 27 年 9 月号

■お知らせ版

14平成 27 年 9 月号

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔

慰
金
（
第
十
回
特
別
弔
慰
金
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

▼
支
給
対
象
＝
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時

の
遺
族
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お

い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番

に
よ
る
先
順
位
の
遺
族
1
人
に
支
給
し

ま
す
。

①
弔
慰
金
の
受
給
者

②
戦
没
者
等
の
子

③
戦
没
者
等
の
父
母

④
戦
没
者
等
の
孫

⑤
戦
没
者
等
の
祖
父
母

⑥
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

※ 

③
〜
⑥
は
、
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

を
有
し
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お

い
て
婚
姻
し
た
と
し
て
も
氏
が
変

わ
っ
て
い
な
い
人
、
ま
た
は
同
日
に

お
い
て
遺
族
以
外
の
人
と
養
子
縁
組

し
て
い
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

⑦
③
以
外
の
戦
没
者
等
の
父
母

⑧
④
以
外
の
戦
没
者
等
の
孫

⑨
⑤
以
外
の
戦
没
者
等
の
祖
父
母

⑩
⑥
以
外
の
戦
没
者
等
の
兄
弟
姉
妹

⑪ 

①
〜
⑩
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親
等

内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

※ 

⑦
〜
⑪
は
、
戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
1
年
以
上
の
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。 

▼
支
給
内
容
＝
額
面
25
万
円
、
5
年
償

還
の
記
名
国
債

▼
請
求
期
限
＝
平
成
30
年
4
月
2
日

◎ 

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

　

9
月
・
10
月
は
、
窓
口
の
混
雑
を
避

け
る
た
め
、
曜
日
を
指
定
し
て
地
区
単

位
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
付
地
区
・
曜
日

・ 

水
原
地
区
…
月
曜
・
水
曜

・ 

安
田
地
区
…
火
曜

・ 

京
ヶ
瀬
地
区
…
木
曜

・ 

笹
神
地
区
…
金
曜

※ 

指
定
の
曜
日
に
来
庁
で
き
な
い
場
合

は
、
11
月
以
降
に
申
請
す
る
か
、
社

会
福
祉
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
場
所
＝
市
役
所 

社
会
福
祉
課

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

援
護

係
（
内
線
２
４
８
）

ご
存
じ
で
す
か
？

特
別
障
害
者
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

　

日
常
生
活
で
、
常
時
介
護
を
要
す
る

と
認
め
ら
れ
た
障
が
い
者
ま
た
は
障
が

い
児
に
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

▼
要
件
＝
次
の
①
か
ら
③
の
要
件
を
全

て
満
た
し
て
い
る
人
。

① 

障
害
程
度
が
基
準
に
該
当
す
る
人
。

（
所
定
の
診
断
書
の
提
出
が
必
要
）

② 

本
人
お
よ
び
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者

の
前
年
の
所
得
が
基
準
額
以
内
の
人
。

③ 

現
在
、
在
宅
で
あ
る
人
。

▼
手
当
月
額

・・ 

特
別
障
害
者
手
当
…
2
万
６
６
２
０
円

・・ 

障
害
児
福
祉
手
当
…
1
万
４
４
８
０
円

※ 

手
当
月
額
は
改
定
に
よ
り
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
支
給
方
法
＝
2
・
5
・
8
・
11
月
に

3
か
月
分
を
本
人
名
義
の
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

障
害

福
祉
係
（
内
線
２
４
６
）

稲
わ
ら
・
も
み
殻
の

焼
却
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

野
外
で
ご
み
を
焼
却
す
る「
野
外
焼
却
」

は
、
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
の
た
め
の
や
む
を
得
な
い
焼
却

（
害
虫
駆
除
な
ど
）
で
あ
っ
て
も
、
生

活
環
境
保
全
上
の
観
点
か
ら
行
政
指
導

な
ど
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
主

な
苦
情

　

市
で
は
、
毎
年
9
月
か
ら
10
月
に
か

け
て
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
の
野
外
焼
却

に
よ
る
煙
害
（
煙
や
臭
い
）
の
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
苦

情
件
数
は
15
件
で
、
特
に
体
の
弱
い
人

や
子
ど
も
の
い
る
家
族
の
人
か
ら
訴
え

が
あ
り
ま
す
。

　

主
な
苦
情
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・ 

家
の
周
り
に
煙
が
充
満
し
、
喉
が
痛

く
な
り
発
熱
す
る
。

・ 

風
で
煙
や
灰
が
家
の
中
に
入
り
、
煙

た
く
て
む
せ
る
。

・ 

通
学
途
中
の
児
童
に
煙
が
か
か
っ
て
、

せ
き
込
む
。

・ 

夜
に
な
る
と
い
ぶ
さ
れ
た
臭
い
が
し

て
、
不
快
で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
。

洗
濯
物
に
臭
い
が
付
く
。

・ 

田
畑
周
辺
の
道
路
が
煙
に
覆
わ
れ
て

真
っ
白
。
火
災
や
交
通
事
故
の
危
険

性
が
あ
る
。

◎
稲
わ
ら
等
焼
却
防
止
運
動

　

新
潟
県
で
は
、
稲
わ
ら
や
も
み
殻
の

焼
却
を
や
め
、
環
境
に
も
人
に
も
や
さ

し
い
米
づ
く
り
を
実
践
す
る
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

稲
わ
ら
や
も
み
殻
は
焼
却
せ
ず
に
、

秋
す
き
込
み
や
堆
肥
に
し
て
施
用
す
る

土
づ
く
り
な
ど
、
農
業
上
の
貴
重
な
有

機
質
資
源
と
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

市
民
生
活
課 

環
境
係
（
内
線
２
１
５
）

・ 

農
林
課 

農
林
振
興
係
（
内
線
６
７
４
）

リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス
瓢
湖

カ
イ
ロ
プ
ラ
テ
ィ
ッ
ク

（
整
体
）
無
料
体
験
説
明
会

　

頭
痛
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
膝
痛
な
ど

の
慢
性
症
状
で
お
困
り
の
人
、
ぜ
ひ
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
9
月
12
日
（
土
）

①
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

②
午
後
1
時
〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
リ
ズ
ム
・
ハ
ウ
ス
瓢
湖
2
階

「
大
広
間
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
1
枚
、

筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
リ
ズ
ム
・

ハ
ウ
ス
瓢
湖　

☎
63
‐
１
０
１
０

9
月
9
日
（
水
）
は
「
救
急
の
日
」

診
療
所
・
病
院
を

上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

救
急
医
療
体
制
は
、
傷
病
者
の
症
状

に
応
じ
て
、

・ 

初
期
（
比
較
的
軽
症
な
患
者
の
診
療

…
か
か
り
つ
け
医
、
休
日
夜
間
急
患

セ
ン
タ
ー
な
ど
）

・ 

第
2
次
（
手
術
・
入
院
を
要
す
る
患

者
の
診
療
…
病
院
群
輪
番
制
病
院
、

救
急
病
院
な
ど
）

・ 

第
3
次
（
24
時
間
体
制
に
よ
る
重
篤

救
急
患
者
の
診
療
：
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
な
ど
）

に
区
分
し
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
適

切
な
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

《
上
手
な
診
療
所
・
病
院
の
利
用
の
ポ

イ
ン
ト
》

○ 

何
で
も
相
談
で
き
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

ま
ず
は
、か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
、

適
切
な
医
療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
他
の
診
療
科
や
総
合
病
院
で
の
受

診
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
か
か
り
つ
け
医

に
紹
介
し
て
も
ら
え
ま
す
。

○ 

で
き
る
だ
け
昼
間
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

昼
間
の
診
療
時
間
内
に
は
、
医
師
だ

け
で
な
く
看
護
師
、
検
査
技
師
、
薬
剤

師
な
ど
多
く
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
が
そ

ろ
っ
て
い
る
の
で
、
検
査
、
投
薬
な
ど

も
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県 

医
務
薬
事

課　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
３

催　
　

し

水
原
文
化
協
会

作
品
展
示
日
程

　

水
原
文
化
協
会
加
盟
団
体
会
員
の
写

真
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

▼
期
間
＝
10
月
23
日
（
金
）
ま
で

▼
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分
（
最
終
日
は
午
後
4
時
ま
で
）

▼
会
場
＝
市
役
所
2
階
通
路

▼
展
示
団
体
＝
全
日
写
連
阿
賀
野
支
部

（
写
真
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
総
務
課 

庶
務
係
（
内

線
２
６
７
）

宝
珠
温
泉

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎ 

踊
り
・
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

▼
日
時
＝
9
月
13
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
村
松
カ
ラ
オ
ケ
友
の
会
（
五

泉
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉 

あ
か
ま

つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

交
流
ホ
ー
ル
展
示
案
内

◎ 

墨
友
会
「
墨
友
会
作
品
展
」

　

会
員
の
水
墨
画
作
品
15
点
を
展
示
し

ま
す
。

▼
期
間
＝
9
月
8
日
（
火
）
〜
10
月
4

日
（
日
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

（
最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

※ 

月
曜
休
館
日
〔
月
曜
が
祝
日
の
場
合

は
翌
日
。
9
月
の
大
型
連
休
時
は
9

月
24
日
（
木
）〕

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
交
流
ホ
ー
ル
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
9
月
20
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
定
員
＝
35
人

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

お
知
ら
せ

吉
田
東
伍
記
念
博
物
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

安
田
八
幡
宮
例
祭
に
伴
う
通
行
規
制

と
館
内
施
設
点
検
の
た
め
、
臨
時
休
館

し
ま
す
。

▼
臨
時
休
館
日
＝
9
月
19
日
（
土
）、

20
日
（
日
）

※
9
月
21
日
（
月
・
祝
）
〜
23
日
（
水
・
祝
）

は
開
館
し
、24
日
（
木
）
は
休
館
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
吉
田
東
伍
記
念
博
物

館　

☎
68
‐
１
２
０
０

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

新
潟
県
内
で
は
、
1
日
当
た
り
約

３
０
０
人
分
の
献
血
が
必
要
で
す
。
皆

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
10
月
8
日
（
木
）
午
前
9
時

30
分
〜
昼
12
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
商
工
会

▼
協
力
団
体
＝
水
原
商
工
会
青
年
部
、

阿
賀
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

健
康

づ
く
り
係
（
内
線
６
３
４
）

大
日
原
演
習
場

訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
9
月
1
日
（
火
）
〜
18

日
（
金
）、
24
日
（
木
）、
25
日
（
金
）

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

▼
空
砲
等
訓
練
＝
9
月
1
日
（
火
）
午

前
8
時
〜
2
日
（
水
）
夜
12
時
〔
終
日

（
連
夜
）
訓
練
〕

▼
航
空
機
訓
練
＝
9
月
24
日
（
木
）
〜

27
日
（
日
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

（
26
日
・
27
日
は
午
後
1
時
ま
で
）

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

　住民票を有する全ての人に、1人 1つのマイナン

バー（個人番号）が割り振られます。マイナンバーは、

平成 28 年 1 月以降、社会保障や税、災害対策など

の行政手続きで利用する大切な番号となります。

　10 月 5日（月）以降、住民票の住所にマイナンバー

が記載された ｢通知カード ｣が送付されます。

◎ 住民票の住所地で「通知カード」を受け取ること

ができない人は、申請が必要です

　やむを得ない理由により、住民票の住所地で「通

知カード」を受け取ることができない人は、居所情

報登録申請書を住民票の住所地の市町村に申請して

ください。

■ 申請が必要な人

・ 東日本大震災による被災者で、住所地以外の居所

に避難している人

・ DV（ドメスティックバイオレンス）やストーカー

行為、児童虐待等の被害者で、住所地以外の居所

に移動している人

・ 一人暮らしで、長期間、医療機関・施設に入院・

入所している人

■ 申請方法＝居所情報登録申請書に必要事項を記入

の上、住民票の住所地の市町村へ持参または郵送

してください。居所情報登録申請書は市民生活課

にあるほか、市ホームページからもダウンロード

できます。

■ 申請期限＝ 9 月 25 日（金）※郵送の場合は必着

■ 問い合わせ＝市民生活課 市民係（内線 211）

※マイナンバー全般に関する問い合わせ

　コールセンター

　【全国共通ナビダイヤル】

　☎ 0570-20-0178

　 平日の午前 9 時 30 分～午後 5 時

30 分（祝日・年末年始を除く）

マイナンバー（個人番号）が通知されます !!
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お
知
ら
せ

路
線
バ
ス
の
利
用
方
法
が

変
更
に
な
り
ま
す

　

新
潟
市
の
新
バ
ス
シ
ス
テ
ム
「
Ｂ
Ｒ

Ｔ
（
バ
ス
高
速
輸
送
シ
ス
テ
ム
）」
が
、

9
月
5
日
（
土
）
に
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
新
潟
交
通
観
光
バ
ス

の
路
線
バ
ス
「
水
原
線
（
万
代
シ
テ
イ

バ
ス
セ
ン
タ
ー
〜
横
越
〜
水
原
・
保

田
）」「
沢
海
線
（
万
代
シ
テ
イ
バ
ス
セ

ン
タ
ー
〜
沢
海
〜
京
ヶ
瀬
営
業
所
）」

の
利
用
方
法
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

▼
変
更
内
容

○
起
終
点
が
変
わ
り
ま
す

① 

起
終
点
が
、こ
れ
ま
で
の
「
古
町
（
三

越
前
）」
か
ら
「
万
代
シ
テ
イ
バ
ス

セ
ン
タ
ー
」
へ
変
更
と
な
り
ま
す
。

② 

古
町
方
面
に
行
く
場
合
、
乗
り
換
え

が
必
要
で
す
。「
駅
前
通
」
で
萬
代

橋
ラ
イ
ン
（
Ｂ
Ｒ
Ｔ
）
へ
の
乗
り
換

え
が
便
利
で
す
。

○  

古
町
か
ら
帰
る
場
合
は
、
新
潟
駅
で

乗
り
換
え
が
便
利
で
す

　

古
町
か
ら
萬
代
橋
ラ
イ
ン
（
Ｂ
Ｒ

Ｔ
）
に
乗
車
し
、「
新
潟
駅
前
」
で
降

車
。
そ
の
後
、
新
潟
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
「
13
番
線
」
か
ら
、
阿
賀
野
市
方

面
に
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○  

乗
り
換
え
に
伴
い
運
賃
が
変
わ
り
ま
す

　

乗
り
換
え
後
、
萬
代
橋
ラ
イ
ン
（
Ｂ

Ｒ
Ｔ
）
の
乗
車
運
賃
「
２
１
０
円
」
が

掛
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

「
り
ゅ
ー
と
」
や
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
の
り

か
え
現
金
カ
ー
ド
」（
現
金
・
Ｓ
ｕ
ｉ

ｃ
ａ
等
の
利
用
者
が
対
象
）
を
利
用
す

れ
ば
、
乗
り
換
え
た
場
合
で
も
新
バ
ス

シ
ス
テ
ム
開
業
前
の
運
賃
で
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
ダ
イ
ヤ
が
改
正
に
な
り
ま
す

　

新
ダ
イ
ヤ
は
、
新
潟
交
通
株
式
会
社

か
ら
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○  
乗
り
換
え
方
法
、「
り
ゅ
ー
と
」、
運

行
経
路
、
ダ
イ
ヤ
等
に
つ
い
て

　

  

新
潟
交
通
観
光
バ
ス
株
式
会
社 

京
ヶ

瀬
営
業
所　

☎
67
‐
４
７
７
７

○  

「
の
り
か
え
現
金
カ
ー
ド
」
に
つ
い
て

　

新
潟
市 

新
交
通
推
進
課

　

☎
０
２
５
‐
２
２
６
‐
２
７
５
３

平
成
27
年
度
道
路
交
通
調
査

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を

　

道
路
交
通
調
査
（
全
国
道
路
・
街
路

交
通
情
勢
調
査
）
を
9
月
か
ら
11
月
に

か
け
て
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
自
動
車
の
使
わ
れ
方

や
道
路
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も
の

で
、
お
お
む
ね
5
年
に
1
回
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

無
作
為
に
抽
出
し
た
自
動
車
の
所
有

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
国
土
交
通
省 

新
潟

国
道
事
務
所 

調
査
課　

☎
０
２
５
‐

２
４
６
‐
７
７
６
２

絶
対
に
手
を
出
さ
な
い
で
!!

海
外
か
ら
届
く

宝
く
じ
の
当
選
金
獲
得

　

海
外
か
ら
「
宝
く
じ
の
当
選
金
を
受

け
取
る
権
利
が
あ
る
」
と
い
う
手
紙
を

送
り
付
け
、
手
数
料
を
振
り
込
ま
せ
る

詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
手
紙
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
や
ド
イ
ツ
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
か
ら
エ
ア
メ
ー
ル
等
で

送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

海
外
の
宝
く
じ
は
、
日
本
国
内
で
買

う
だ
け
で
も
違
法
で
す
。
絶
対
に
手
を

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎ 

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
に
よ
る
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
個

別
の
相
談
室
が
あ
り
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 
市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線
２
１
４
）

・ 
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

税
関
か
ら
お
知
ら
せ

引
き
揚
げ
者
の
皆
さ
ま
へ

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に
外

地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
人
々
が
、
当

時
国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ず
、

税
関
な
ど
に
預
け
た
通
貨
や
証
券
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
28
年
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
長
い
年
月
を
経
て
、
返
還

が
年
々
困
難
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
貴

重
な
財
産
を
少
し
で
も
多
く
返
還
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
心
当
た
り
の
あ

る
人
は
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

こ
の
手
続
き
は
、
本
人
だ
け
で
な
く

家
族
も
電
話
、
郵
便
な
ど
で
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
、
実
際
に
預
け
た
か

ど
う
か
不
明
の
場
合
で
も
調
査
で
き
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

引
き
揚
げ
時
の
上
陸
地
は
全
国
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
の
で
、
新
潟
以
外
で

の
引
き
揚
げ
の
人
も
気
軽
に
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
税
関
が
お
預
か
り
し
て
い
る
通
貨
等

・ 

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て
き

た
人
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・
海
運

局
に
預
け
た
通
貨
・
証
券
な
ど
。

・ 

外
地
の
結
集
地
に
お
い
て
総
領
事
館

な
ど
に
預
け
た
証
券
等
の
う
ち
、
そ

の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
税
関
支
署 

統

括
監
視
官
第
1
部
門　

☎
０
２
５
‐

２
４
４
‐
９
３
１
４
〔
平
日
の
午
前
9

時
〜
午
後
4
時
30
分
（
祝
日
を
除
く
）〕

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

　

「
何
と
な
く
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」

「
う
ち
か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
…
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
で
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
の

皆
さ
ん
が
気
軽
に
集
ま
り
、
安
心
し
て

気
持
ち
を
語
り
合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の

場
で
す
。

　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
9
月
11
日
（
金
）
午
後
7
時

〜
9
時

※ 

都
合
の
つ
く
時
間
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

※ 

開
催
日
は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の

午
前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第
2

金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時
で
す
。

▼
会
場
＝
天
朝
山
文
化
交
流
の
家

▼
参
加
費
＝
１
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市

民
ネ
ッ
ト
あ
が
の　

蛭え
び

子す　

☎
62
‐

０
６
４
９

敬
和
学
園
大
学
２
０
１
５
年
度
後
期

科
目
等
履
修
生
募
集

　

敬
和
学
園
大
学
で
は
、
開
学
以
来
、

地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
と
研
究
を
モ
ッ

ト
ー
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
２
０
１
５
年
度
後
期
の
科
目

等
履
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
履
修
科
目
総
数
＝
２
０
０
科
目
以
上

▼
対
象
＝
高
校
卒
業
程
度
の
人

▼
募
集
期
間
＝
9
月
23
日
（
水
・
祝
）

〜
10
月
7
日
（
水
）

▼
授
業
料
＝
半
期
（
9
月
〜
平
成
28
年

1
月
）
1
科
目
2
万
円
程
度

▼
問
い
合
わ
せ
＝
敬
和
学
園
大
学 

教

務
課 

教
務
係　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

２
５
１
４

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

07 月 16 日入札 建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

管理農道区画線設置工事 ㈱レックス新潟
支店 1,674,000 円 92.3% 指名競争 60 日間 5

高齢福祉課公用車（介護予防支援訪
問車輌）賃貸借

㈱佐藤モーター
ス 13,716 円／月 60.5% 指名競争 5年間 3

07 月 23 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

県営住宅避難ハッチ修繕工事 ㈱今井電友舎 2,700,000 円 96.2% 指名競争 H27.09.30 3

公共下水道マンホール修繕 ㈱帆苅組 2,646,000 円 97.6% 指名競争 80 日間 5

体成分分析装置購入 源川医科器械㈱ 2,376,000 円 99.6%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

薬剤機器 その 2購入
ジェイメディカ
ル㈱

12,528,000 円 96.3%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

診療用器材戸棚一式購入 源川医科器械㈱ 6,966,000 円 97.7%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

診療材料キャビネット購入
ジェイメディカ
ル㈱

4,374,000 円 98.1%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

看護備品一式購入 源川医科器械㈱ 1,782,000 円 97.1%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

ME 機器一式購入
ジェイメディカ
ル㈱

13,878,000 円 98.8%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

血液培養装置購入
㈱バイタルネッ
ト新潟営業部

2,106,000 円 97.5%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

酸素流量計一式購入 源川医科器械㈱ 3,078,000 円 95.0%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

蓄尿架台購入 源川医科器械㈱ 1,058,400 円 98.0%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

インスリンポンプ一式購入
ジェイメディカ
ル㈱

939,600 円 99.1%
制限付
一般競争

H27.09.10 1

眼科外来機器一式購入
㈱志賀医科器械
店

15,336,000 円 99.3%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

検診システム購入
富士通㈱新潟支
社

19,332,000 円 96.8%
制限付
一般競争

H27.09.10 2

07 月 30 日入札

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

北新町横町線ほか（中島工区）消雪
パイプ修繕工事

㈲韮澤建設 12,960,000 円 96.3%
制限付
一般競争

145 日間 11

下ノ橋 453-1 号管渠
きょ

工事 ㈱三浦組 32,940,000 円 96.8%
制限付
一般競争

200 日間 23

下ノ橋 452 号管渠工事 ㈱樋口工業 25,272,000 円 97.7%
制限付
一般競争

180 日間 23

山口南 322-3 号管渠工事 ㈱加藤組 35,424,000 円 95.9%
制限付
一般競争

170 日間 24

コミュニティセンター瓢湖憩の家屋
根修繕

㈱若月商店 1,296,000 円 91.9% 指名競争 30 日間 4

大和地区農集排処理施設汚泥引抜ポ
ンプ No.1 分解整備

㈲安田環境サー
ビス

1,468,800 円 98.0% 指名競争 120 日間 5

小松地区農集排処理施設し渣
さ

脱水機
分解整備

㈲安田環境サー
ビス

864,000 円 94.1% 指名競争 90 日間 3

環境センター A系押込み送風機及び
二軸粗大破砕機修繕 

施設工業㈱ 4,849,200 円 85.4% 指名競争 H27.11.30 3

阿賀野市営バス運行車両賃貸借（2
台）

㈱佐藤モーター
ス

95,904 円／月 57.2% 指名競争 6年間 5

阿賀野市消防団小型動力ポンプ付積
載車更新（2台）

船山㈱新潟支店 11,836,800 円 97.5%
制限付
一般競争

150 日間 2

上山川・アテビ川除草委託 ㈲安田土木 442,800 円 87.2% 指名競争 30 日間 2

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。
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出
場
者
募
集

安
田
芸
能
の
つ
ど
い

　

安
田
体
育
館
の
ス
テ
ー
ジ
で
、
家
族

や
友
達
と
一
緒
に
、
楽
器
演
奏
や
踊
り

な
ど
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
10
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時

45
分
開
演
（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
＝
安
田
体
育
館　
　

▼
対
象
＝
安
田
地
区
在
住
・
在
勤
者
、

ま
た
は
安
田
地
区
に
本
拠
地
の
あ
る

サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る
人

▼
申
込
期
限
＝
9
月
11
日
（
金
）

▼
そ
の
他
＝
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
順
位
な
ど

相
談
に
乗
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公

民
館

平
成
27
年
度

防
衛
大
学
校
等
学
生
募
集

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未
満

の
人
（
学
校
長
の
推
薦
が
必
要
）

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
土
）
〜
9

日
（
水
）

▼
試
験
日
＝
9
月
26
日
（
土
）・
27
日
（
日
）

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
土
）
〜
9

日
（
水
）

▼
試
験
日
＝
1
次
試
験
…
9
月
26
日

（
土
）、
2
次
試
験
…
10
月
31
日
（
土
）・

11
月
1
日
（
日
）

◎
防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前
期
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
土
）
〜
30

日
（
水
）

▼
試
験
日
＝
1
次
試
験
…
11
月
7
日

（
土
）・
8
日
（
日
）、
2
次
試
験
…
12

月
8
日
（
火
）
〜
12
日
（
土
）
の
う
ち

指
定
さ
れ
た
日

◎
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
（
医
学
科
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
土
）
〜
30

日
（
水
）

▼
試
験
日
＝
1
次
試
験
…
10
月
31
日

（
土
）・
11
月
1
日
（
日
）、
2
次
試
験

…
12
月
16
日
（
水
）
〜
18
日
（
金
）
の

う
ち
指
定
さ
れ
た
日

◎
防
衛
医
科
大
学
校
学
生（
看
護
学
科
）

▼
受
験
資
格
＝
高
校
を
卒
業
し
た
人

（
卒
業
見
込
者
を
含
む
）
か
つ
21
歳
未

満
の
人

▼
受
付
期
間
＝
9
月
5
日
（
土
）
〜
30

日
（
水
）

▼
試
験
日
＝
1
次
試
験
…
10
月
17
日

（
土
）、
2
次
試
験
…
11
月
28
日
（
土
）・

29
日
（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
自
衛
隊
新
発
田

地
域
事
務
所　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

５
６
１
９

お
知
ら
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
５
年
度
秋

「
体
験
談
＆
説
明
会
」

　

開
発
途
上
国
で
活
動
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
制
度
や
内
容
に
つ
い

て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
技
術
系
・
医

療
系
・
教
育
系
・
農
業
系
・
ス
ポ
ー
ツ

系
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
が
あ
り
ま

す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
10
月
3
日
（
土
）
午
後
2
時

〜
4
時

▼
会
場
＝
駅
ま
え
オ
フ
ィ
ス
貸
会
議
室

「
大
会
議
室
」（
新
潟
市
中
央
区
東
大
通

1
‐
1
‐
1 

第
五
マ
ル
カ
ビ
ル
7
階
）

▼
内
容
＝
「
青
年
海
外
協
力
隊
」「
日

系
社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
シ
ニ

ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
日
系
社
会

シ
ニ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

▼
参
加
費
＝
無
料
（
入
退
場
自
由
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
長
岡
市
〔
10

月
17
日
（
土
）〕
と
上
越
市
〔
9
月
26

日（
土
）〕で
も
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年

海
外
協
力
隊
事

務
局 

募
集
課　

☎
03
‐
５
２
２
６

‐
９
８
１
３

募 　

集 

桜
の
ま
ち
日
本
一
を
目
指
し
て

桜
の
植
樹
参
加
者
募
集

　
「
結
の
ま
ち 

阿
賀
野
市
桜
の
会
」で
は
、

市
の
木
で
あ
る
「
桜
」
の
植
樹
を
毎
年

市
全
域
に
広
め
、
桜
の
ま
ち
日
本
一
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
に
よ
り
、

市
民
間
の
交
流
や
一
体
感
が
醸
成
さ
れ
、

県
内
外
へ
の
魅
力
発
信
と
な
り
、
将
来

の
市
の
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
第
1
回
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
花
弁
が
白
色

か
ら
次
第
に
桃
色
に
変
わ
る「
結

ゆ
い
ざ
く
ら
桜（
商

標
登
録
名
）」
の
苗
木
を
瓢
湖
湖
畔
に

植
樹
し
ま
す
。

　

こ
の
植
樹
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
行
う
た
め
、参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
27
日
（
日
）
午
前
9
時
〜

▼
集
合
場
所
＝
瓢
湖
観
察
舎
前

▼
植
樹
本
数
＝
約
１
５
０
本

▼
持
ち
物
＝
軍
手
、
ス
コ
ッ
プ
、
水
の

入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
植
栽
用
・
2

ℓ
）、
雨
具
（
雨
天
時
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
植
樹
の

仕
方
等
を
当
日
説
明
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
結
の
ま
ち 

阿
賀
野

市
桜
の
会 

代
表　

佐
藤　

☎
０
９
０

‐
２
６
７
６
‐
７
７
８
９

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

◎  

秋
を
楽
し
む 

横
断
五
頭
登
山
（
阿

賀
野
市
〜
五
頭
山
〜
阿
賀
町
）

▼
日
時
＝
10
月
12
日
（
月
・
祝
）
午
前

6
時
集
合
、
午
後
6
時
40
分
解
散
予
定

（
日
帰
り
。
荒
天
中
止
）

▼
集
合
場
所
＝
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

「
駐
車
場
」

▼
対
象
＝
登
山
経
験
者（
中
級
者
以
上
）

▼
定
員
＝
先
着
50
人

▼
参
加
費
＝
2
千
円
（
記
念
バ
ッ
チ
、

バ
ン
ダ
ナ
、
バ
ス
代
、
き
の
こ
汁
代
、

入
浴
料
、
保
険
料
込
み
）

※  

当
日
徴
収
。
昼
食
は
各
自
持
参
。

▼
コ
ー
ス
＝
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森

（
バ
ス
移
動
）
↓
五
頭
連
峰
少
年
自
然

の
家
↓
赤
安
山
分
岐
↓
五
頭
山
本
峰

（
昼
食
）
↓
杉
峰
分
岐
↓
ガ
マ
の
杉
（
杉

峰
）
↓
タ
ヨ
ブ
ネ
展
望
台
↓
裏
五
頭
登

山
口
↓
中
ノ
沢
渓
谷
森
林
公
園
（
バ
ス

移
動
）
↓
Ｙ
Ｏ
Ｕ
＆
湯
み
か
わ
（
入
浴

後
、
バ
ス
移
動
）
↓
五
頭
山
麓
う
ら
ら

の
森
着

▼
申
込
期
限
＝
10
月
2
日
（
金
）

▼
主
催
＝
五
頭
自
然
休
養
林
並
び
に
新

潟
県
民
の
森
保
護
管
理
協
議
会

▼
共
催
＝
阿
賀
野
市
、
阿
賀
町

◎  

清
津
峡
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
（
新
潟
県
）

▼
日
時
＝
9
月
27
日
（
日
）
午
前
5
時

30
分
出
発
、
午
後
8
時
帰
着
予
定
（
バ

ス
利
用
・
日
帰
り
。
荒
天
中
止
）

▼
乗
降
場
所
＝
安
田
・
京
ヶ
瀬
の
各
体

育
館
を
予
定
。

▼
定
員
＝
先
着
20
人

▼
参
加
費
＝
会
員
1
万
２
５
０
０
円
、

非
会
員
1
万
4
千
円
（
バ
ス
代
、
ロ
ー

プ
ウ
エ
ー
代
、
入
浴
料
、
保
険
料
込
み
）

※  

昼
食
は
各
自
持
参
。

▼
旅
行
企
画
・
実
施
＝
共
立
観
光
㈱

▼
そ
の
他
＝
1
週
間
前
か
ら
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
阿
賀

野
市
総
合
型
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
笹
神

体
育
館
内
・
平
日
、

午
前
9
時
〜
午
後

5

時

）　

☎

61
‐

２
１
１
１

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦

 

２
０
１
５
明
治
安
田
生
命
Ｊ
1
リ
ー
グ 

2
ｎ
ｄ
ス
テ
ー
ジ 

第
14
節 

ア
ル
ビ

レ
ッ
ク
ス
新
潟 

対 

松
本
山
雅
Ｆ
Ｃ

▼
日
時
＝
10
月
17
日
（
土
）
午
後
6
時

30
分
試
合
開
始

▼
会
場
＝
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
（
チ
ケ
ッ
ト
は
Ｓ
・
Ｅ
ス
タ

ン
ド
自
由
席
の
み
）

▼
応
募
条
件
＝
阿
賀
野
市
在
住
者

▼
募
集
人
数
＝
５
０
０
人

▼
応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
の
往
信
裏

面
に
①
10
月
17
日
松
本
②
住
所
③
氏

名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
電
子
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
（
あ
る
人
の
み
）
⑥
チ
ケ
ッ

ト
の
希
望
枚
数
（
2
枚
ま
で
）
⑦
後
援

会
資
料
請
求
（
す
る
・
し
な
い
）
を
記

載
し
、
返
信
用
の
表
面
に
返
信
先
の
住

所
・
氏
名
を
記
入
（
返
信
裏
面
は
白
紙

の
ま
ま
）
の
上
、
宛
先
に
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

今
年
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
の

上
限
は
2
枚
と
な
り
ま
す
。
3
枚
以

上
を
希
望
す
る
場
合
、
チ
ケ
ッ
ト
引

換
所
で
優
待
価
格
（
大
人
１
６
０
０

円
、
小
中
高
生
５
０
０
円
）
で
販
売

し
ま
す
。
1
枚
に
つ
き
５
０
０
円
で

指
定
席
へ
の
変
更
も
可
能
で
す
。

※ 

往
復
は
が
き
は
各
自
用
意
す
る
こ

と
。
応
募
は
１
世
帯
に
つ
き
１
通
限

り
有
効
。
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
10
月
2
日
（
金
）
必
着

▼
受
け
渡
し
＝
招
待
の
可
否
を
返
信
用

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
〔
10
月
9

日
（
金
）
ご
ろ
の
予
定
〕。
電
話
で
の
可

否
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
不
可
。

当
選
者
は
、
返
信
は
が
き
を
持
参
し
て
、

ス
タ
ジ
ア
ム
の
E
ゲ
ー
ト
前
広
場
の

「
チ
ケ
ッ
ト
引
換
所
」
で
チ
ケ
ッ
ト
に
引

き
換
え
、
入
場
・
観
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
宛
先
＝
〒
９
５
０
‐
０
９
５
４　

新

潟
市
中
央
区
美
咲
町
2
‐
1
‐
10　

ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試
合
観

戦
ご
招
待
」
係

▼
そ
の
他
＝
ク
ラ
ブ
の
最
新
情
報
は
、

「
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
公
式
サ
イ
ト
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
後
援
会　

村
山　

☎
０
２
５
‐

２
８
２
‐
０
０
１
１

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

平成 27 年度「阿賀野市文化祭」一般作品等募集

　　　　　市では、次のとおり各地区で文化祭を開催します。

　　　　　日頃の趣味や特技を生かした、書道・絵画・写真・工芸・彫刻などを

　　　　出品してみませんか？

　　　　※水原文化祭の作品展示は、水原公民館・水原総合体育館の大規模改修

　　　　　工事のため開催しません。

安田地区 京ヶ瀬地区 笹神地区

開催日時

11 月 2 日（月）

午前 9時～午後 6時

11 月 3日（火・祝）

午前 9時～午後 3時

11 月 2日（月）

午前 9時～午後 5時

11 月 3日（火・祝）

午前 9時～午後 3時

11 月 1日（日）

午前 9時～午後 4時

11 月 2日（月）

午前 9時～午後 4時

11 月 3日（火・祝）

午前 9時～午後 3時

会場
安田公民館

安田体育館

保健福祉センター

京和荘

笹神支所

ふれあい会館

募集作品
一般作品（書道、絵画、写真、

工芸、手芸等）

一般作品（書道、絵画、写真、工

芸、彫刻、俳句・川柳・短歌等）

一般作品（書道、絵画、写真、

工芸、彫刻等）、芸能発表

提出先
安田公民館

☎ 68-3006

京ヶ瀬支所内

京ヶ瀬公民館係

☎ 67-2113

ふれあい会館

☎ 63-8019

応募資格

安田地区在住・在勤者、また

は安田地区に本拠地のあるサ

ークルに所属している人

京ヶ瀬地区在住・在勤者、ま

たは京ヶ瀬地区に本拠地のあ

るサークルに所属している人

笹神地区在住・在勤者、また

は笹神地区に本拠地のあるサ

ークルに所属している人

申込期限 10 月 2 日（金）

申込方法
出品申込書に必要事項を記入の上、提出してください。

出品申込書は、安田公民館・京ヶ瀬公民館・ふれあい会館に配置しています。

※ 各地区文化祭の出品・出演申し込みや搬入方法等詳細は、当該地区公民館へ問い合わせください。

■ 問い合わせ＝生涯学習課（内線 311）



■お知らせ版 ■お知らせ版

21 20平成 27 年 9 月号 平成 27 年 9 月号

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

♥
伝
え
よ
う
旬
！ 

親
か
ら
子
ど
も
に
我
が
家
の
味

♥
作
っ
て
ま
す
か
？ 

食
べ
て
ま
す
か
？ 

郷
土
料
理

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

講
座
・
教
室

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
9
月
20
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

市
民
の
掲
示
板

選
手
＆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

フ
ロ
ア
ホ
ッ
ケ
ー

▼
日
時
＝
9
月
13
日
（
日
）、27
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
会
場
＝
京
ヶ
瀬
小
学
校
「
体
育
館
」

▼
参
加
費
＝
無
料
▼
持
ち
物
＝
運
動

靴
、
手
袋
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
運
動
の

で
き
る
服
装
で
参
加
く
だ
さ
い
。ま
た
、

日
程
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
確
認
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ス
日
本
・
新
潟
・
阿
賀
野

▼
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ
ス
活
動
所　

山
崎　

☎
63
‐
２
０
５
０

第
1
回
あ
が
の
カ
ム
カ
ム

　

「
あ
が
の
で
1
日
楽
し
も
う
！
」
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
手
作
り
体
験
や
手
作
り
雑

貨
・
お
い
し
い
食
べ
物
の
販
売
、
癒
し

の
ス
ペ
ー
ス
な
ど
、
1
日
中
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

▼
日
時
＝
9
月
19
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
4
時
▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
京
和
荘
1
階
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
カ
ム
カ
ム

実
行
委
員
会　

齋
藤　

☎
０
８
０
‐

５
５
３
６
‐
３
１
１
０

市
島
春
城
の

随
筆
を
読
む
会

　

郷
土
の
偉
人
「
市
島
春
城
」
の
随
筆

を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

正
午
▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴

史
資
料
館
▼
内
容
＝
随
筆
「
随
筆
春
城

六
種
」
よ
り
「
印
の
結
婚
」（
コ
ピ
ー
を

配
布
）
▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
春
城
会　

中
村

☎
62
‐
７
０
３
８

健
康
・
子
育
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

に
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
を
希
望

す
る
人
は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た

「
妊
娠
届
出
書
」
を
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

母
子

係
（
内
線
６
３
８
）

平
成
28
年
度
就
学
予
定
者

就
学
時
健
康
診
断

　

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
9
月
中
旬
に
案
内
通
知
を

送
付
し
ま
す
。

■就学時健康診断日程および会場

地区名 健康診断会場 就学予定学校 実施日

安田地区 保田小学校
保田小学校、赤坂小学校、
山手小学校

10月15日（木）

京ヶ瀬地区 京ヶ瀬小学校 京ヶ瀬小学校 10月28日（水）

水原地区
水原小学校 水原小学校、分田小学校 10月23日（金）

安野小学校 安野小学校、堀越小学校 10月08日（木）

笹神地区 笹岡小学校 笹岡小学校、神山小学校 10月09日（金）

▼
そ
の
他

・  

転
居
な
ど
の
理
由
で
、
市
教
育
委
員

会
が
指
定
す
る
学
校
以
外
の
学
校
へ

就
学
を
希
望
す
る
場
合
は
、
9
月
17

日
（
木
）
ま
で
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
9
月
30
日
（
水
）
ま
で
に
市
教

育
委
員
会
が
承
認
し
た
場
合
に
限
り
、

就
学
を
希
望
す
る
学
校
で
健
診
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
手
配
し
ま
す
。

・ 

発
熱
な
ど
の
急
病
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

で
、や
む
を
得
ず
受
診
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
必
ず
学
校
教
育
課
に
欠

席
の
旨
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
他

会
場
で
の
受
診
を
手
配
し
、
案
内
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育
課 

学
校

支
援
第
2
係
（
内
線
３
４
３
）

深
め
よ
う 

絆

県
民
の
集
い
（
下
越
地
区
）

〜
学
校
、
家
庭
、
地
域
、
私
た
ち
に
で
き

る
こ
と
〜
・
〜
ネ
ッ
ト
い
じ
め
の
防
止
〜

　

「
い
じ
め
見
逃
し
ゼ
ロ
県
民
運
動
」

の
一
環
と
し
て
、社
会
全
体
で
い
じ
め
、

不
登
校
、
暴
力
行
為
な
ど
の
生
活
指
導

上
の
諸
問
題
の
解
消
や
未
然
防
止
の
機

運
を
高
め
る
集
い
で
す
。

▼
日
時
＝
9
月
27
日
（
日
）
午
後
1
時

15
分
〜
4
時
5
分
（
昼
12
時
30
分
〜
受

付
）

▼
会
場
＝
村
上
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
村
上
市
大
字
岩
船
榎
清
水

３
２
７
０
）

▼
対
象
＝
児
童
・
生
徒
、
教
職
員
、
保

護
者
、
社
会
教
育
関
係
諸
団
体
、
地
域

住
民
、「
深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県

民
会
議
」
構
成
団
体
・
協
賛
企
業
な
ど

▼
内
容

① 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
…
村
上
市
立
村
上
第

一
中
学
校
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

② 

第
１
部
・
実
践
交
流
会
（
学
校
、
家

庭
、
地
域
の
社
会
性
育
成
等
の
取
組

紹
介
）

・ 

学
校
の
取
り
組
み
…
安
田
中
学
校
区
内

小
・
中
学
校
、
村
上
桜
ヶ
丘
高
等
学
校

・ 

家
庭
、
地
域
の
取
り
組
み
…
西
村
純

子
氏
（
新
発
田
市
「
街
角
コ
ン
パ
ス
」

編
集
長
）

③ 

第
2
部
・
講
演
会
…
演
題
・「（
仮
）

い
じ
め
っ
て
何
で
す
か
？ 

〜
い
じ

め
に
対
す
る
大
人
の
認
識
を
考
え
る

〜
」
／
講
師
・
小
森
美
登
里
氏
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ジ
ェ
ン
ト
ル
ハ
ー
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）

④
閉
会
イ
ベ
ン
ト

▼
申
込
方
法

・ 

学
校
関
係
者
…
各
学
校
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

・ 

社
会
教
育
関
係
者
…
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
係
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・ 

一
般
…
問
い
合
わ
せ
先
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
（
当
日
受
付
も
可
）。

▼
主
催
＝
深
め
よ
う 

絆 

に
い
が
た
県

民
会
議
・
新
潟
県
教
育
委
員
会

▼
共
催
＝
阿
賀
野
市
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟

県 

下
越
教
育
事
務
所 

学
校
支
援
第
2

課
「
県
民
の
集
い
係
」　

☎
０
２
５
‐

２
３
１
‐
８
３
６
０

募 　

集 

出
場
者
募
集

第
9
回
阿
賀
野
市
ナ
ツ

メ
ロ
カ
ラ
オ
ケ
ま
つ
り

▼
日
時
＝
11
月
1
日
（
日
）
午
前
10
時

開
演
（
午
前
9
時
開
場
）

▼
会
場
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
「
多
目
的

ホ
ー
ル
」

▼
対
象
＝
市
内
の
ナ
ツ
メ
ロ
愛
好
者

（
性
別
・
年
齢
不
問
）

▼
募
集
人
数
＝
先
着
50
人

▼
申
込
期
間
＝
9
月
18
日
（
金
）
〜
30

日
（
水
）

▼
そ
の
他

・・
出
演
順
…
抽
選
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

・ 

歌
の
年
号
…
昭
和
48
年
ご
ろ
ま
で
に

発
表
に
な
っ
た
歌
。

※ 

ふ
れ
あ
い
会
館
の
受
け
付
け
に
あ
る

約
４
０
０
曲
の
曲
目
リ
ス
ト
の
中
か

ら
選
曲
。
曲
目
リ
ス
ト
は
、
9
月
18

日
（
金
）
か
ら
下
見
可
能
。

※ 

申
し
込
み
後
の
曲
目
の
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

・ 

音
源
…
個
人
ソ
フ
ト
の
持
ち
込
み
は

で
き
ま
せ
ん
。

・ 

原
則
3
コ
ー
ラ
ス
（
2
コ
ー
ラ
ス
の

希
望
者
は
申
し
出
く
だ
さ
い
）

・ 

歌
の
審
査
は
行
い
ま
せ
ん
。

・ 

参
加
費
…
1
人
1
曲
５
０
０
円

※
当
日
徴
収

▼
申
し
込
み
＝
ふ
れ
あ
い
会
館
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
＝
笹
神
地
区
文
化
協
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
碓
井　

☎
62
‐

７
９
４
３

キ
ッ
ズ
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ

ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
タ
ー

10
周
年

▼
期
日
＝
9
月
19
日（
土
）〜
20
日（
日
）

▼
会
場
＝
鷹
の
巣
キ
ャ
ン
プ
場
（
関
川

村
大
字
湯
沢
字
湯
沢
山
）

※
新
発
田
市
内
に
集
合
し
て
、
会
場
ま

で
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
阿
賀
野
市
、
新
発
田
市
、
聖

籠
町
の
小
学
4
〜
6
年
生

▼
事
業
概
要
＝
1
泊
2
日
の
キ
ャ
ン
プ

を
通
し
て
、
普
段
身
の
回
り
に
あ
る
も

の
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
感
じ
、
成
長

の
一
助
と
し
て
も
ら
う
た
め
の
事
業

▼
募
集
人
数
＝
１
５
０
人

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
込
方
法
＝
学
校
に
備
え
付
け
の
所

定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、学
級
担
任
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
9
月
7
日
（
月
）

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
、
学
校
に
備
え

付
け
の
募
集
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
後
援
＝
市
教
育
委
員
会
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
絡
協
議
会
ほ
か

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
新
発
田
青
年
会
議
所 

事
務
局

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
０
４
０
４
（
祝
日

を
除
く
平
日
の
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

3
時
30
分
）

日時 会場 内容

11 月 11 日（水）

午前 9時 30 分～正午
水原保健センター

開講式

市の健康実態について

11 月 25 日（水）

午前 9時 30 分～午後 3時
京ヶ瀬保健センター

調理実習と講義

母子保健の現状と食育、学校給食の取り組み

12 月 2日（水）

午後 1時 30 分～午後 4時
水原保健センター

こころの健康講演会（公開講座）

有田正知氏（有田病院医師）

12 月 9日（水）

午前 9時 30 分～午後 3時
京ヶ瀬保健センター

調理実習と講義

生活習慣病と食事、健康づくりのための運動

1月 27 日（水）

午前 9時 30 分～午後 3時

調理実習と講義

市の高齢期の状況、高齢期の食事

1月～ 2月 各地区 食推地区活動に参加

3月 9日（水）

午前 9時 30 分～正午
水原保健センター

新潟県の食推活動

閉講式、食推と交流会

■ 対象＝栄養教室終了後、食推になれる人（原則、

全日程参加可能な人・男性の参加も大歓迎）

■ 参加費＝ 1,500 円（調理実習代材料費、テキスト

代等）※食推バッチ等のプレゼントがあります。

■ 定員＝ 30 人程度

■ 申込期間＝ 9 月 1 日（火）～ 10 月 26 日（月）

■ 問い合わせ＝健康推進課 健康づくり係（内線 637）

　自分自身や家族の健康づくりに興味がある人、食育に関心がある

人、みんなで楽しく調理実習をしたい人など、栄養教室に参加して

みませんか？

　現在、市では、96 人の食生活改善推進委員（食
しょくすい

推）が活動して

います。食推の仲間になって健康づくりの輪を広げましょう。皆さ

んの参加をお待ちしています。

栄養教室 参加者募集！
平成 27 年度 食生活改善推進委員養成講座

食推になって

一緒に活動しませんか？
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い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟
…
☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐

４
３
４
３

・ 

新
発
田
…
☎
０
２
５
４
‐
20
‐

４
３
４
３

・ 

村
上
…
☎
０
２
５
４
‐
53
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話

番
号
に
お
か
け
く

だ
さ
い
。

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相
談

し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
9
月
15
日
（
火
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）
※
予

約
制
▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
悩
み
に
、
保
健
師
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
来
所
相
談
、
毎
週
水
曜
・
午

前
9
時
〜
午
後
4
時
（
第
2
・
第
4
水

曜
以
外
は
要
予
約
）
※
相
談
日
以
外
で

も
随
時
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推

進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

年
金
相
談

▼
期
日
＝
9
月
16
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
会
場
＝
市
役
所
4
階
「
４
０
２
会
議

室
」
※
相
談
は
予
約
制

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
お
よ
び
相
談
内
容

等▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
２
４
）

が
ん
無
料
電
話
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
、
午
前
10
時
〜

午
後
5
時
（
予
約
制
）
※
診
察
は
し
ま

せ
ん
。
☎
03
‐
３
５
６
２
‐
８
０
１
５

　
　
　
　

―
㈶
日
本
対
が
ん
協
会
―

健
康
・
子
育
て

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
に
奮
闘
中
の
マ
マ
さ
ん
、
パ

パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
期
日
＝
9
月
14
日
（
月
）、28
日
（
月
）

※
第
2
・
第
4
月
曜

▼
時
間
＝
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

※ 

開
催
日
は
図
書
館
休
館
日
で
す
が
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
み
開
放
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

○ 

9
月
14
日
（
月
） 

※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

　

「
自
由
遊
び
の
日
」

　

図
書
館
職
員
と
一
緒
に
、
秋
の
季
節

に
ぴ
っ
た
り
の
絵
本
や
わ
ら
べ
歌
で
楽

し
み
ま
し
ょ
う
！

○ 

9
月
28
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　

「
消
防
署
か
ら
こ
ん
に
ち
は
」

　

消
防
の
豆
知
識
を
教
え
ま
す
。
分
か

り
や
す
い
防
火
紙
芝
居
や
、
水
消
化
器

を
使
っ
た
消
火
体
験
も
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
未
就
園
児
と
そ

の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ（
保
護
者
用
）、

保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む
つ
、帯
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は
遠
慮

く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

〝
い
ち
ご
み
る
く
〞

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ふ
れ
あ
い
会
館

新
潟
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
県
北
支
部

記
念
講
演
会

　

当
協
会
で
は
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
講
演
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
精
神
科
医
の
功く

ぬ

ぎ刀
浩
氏

を
お
迎
え
し
、
食
事
や
運
動
等
の
生
活

習
慣
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
関
連
に
つ

い
て
話
を
伺
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
30
日
（
水
）
午
後
2
時

30
分
〜
4
時
▼
会
場
＝
新
発
田
市
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
「
講
堂
」（
新
発
田
市

中
央
町
5
‐
8
‐
47
）

▼
演
題
＝
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
良
い
生

活
習
慣
〜
食
生
活
や
運
動
か
ら
考
え
よ

う
〜
」

▼
講
師
＝
功
刀
浩
氏
（
独
立
行
政
法
人

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

神
経
研
究
所
疾
病
研
究
第
三
部
部
長
）

▼
定
員
＝
先
着
２
５
０
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
公
共
交
通
機
関
の
利
用
や

自
家
用
車
の
乗
り
合
わ
せ
で
来
場
く
だ

さ
い
。
駐
車
場
が
満
車
の
場
合
は
、
有
料

駐
車
場
の
利
用
を
お
願
い
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
了
承
願
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発

田
地
域
振
興
局 

健
康
福
祉
環
境
部 

地
域
保
健
課　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐

９
１
３
３

9
月
の
お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
9
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室　

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
9
月
7
日（
月
）、14
日（
月
）、

17
日
（
木
）、
21
日
（
月
・
祝
）、
22
日

（
火
・
休
）、23
日
（
水
・
祝
）、28
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
9
月
4
日（
金
）、11
日（
金
）、

18
日
（
金
）、
21
日
（
月
・
祝
）、
23
日

（
水
・
祝
）、
24
日
（
木
）、
25
日
（
金
）

全
県
「
子
ど
も
の
人
権

相
談
日
」

　

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
9
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）
を

全
県「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」と
し
て
、

人
権
擁
護
委
員
が
子
ど
も
の
人
権
に
関

す
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
12
日
（
土
）、13
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▼
相
談
内
容
＝
い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待

な
ど
、
広
く
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る

こ
と
。

▼
相
談
電
話
＝
☎
０
１
２
０
‐
０
０
７

‐
１
１
０
（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

児
童

相
談
係
（
内
線
２
３
８
）

不
動
産
の
無
料
相
談
会

▼
日
時
＝
9
月
19
日
（
土
） 

午
前
10
時

〜
午
後
4
時

▼
会
場
＝
（
公
社
）
新
潟
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
新
発
田
支
部
（
新
発
田
市

舟
入
町
3
‐
5
‐
21
）

▼
相
談
内
容
＝
土
地
建
物
の
売
買
・
賃

貸
に
関
す
る
こ
と
や
不
動
産
に
関
す
る

税
金
の
こ
と
な
ど

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
（
公
社
）
新
潟
県
宅

地
建
物
取
引
業
協
会 

新
発
田
支
部

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
１
２
２
０

夜
間
役
所
（
9
月
）

▼
期
日
＝
9
月
2
日
（
水
）、16
日
（
水
）

▼
時
間
＝
午
後
7
時
ま
で

▼
場
所
＝
市
役
所 

市
民
生
活
課

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
納
税
、
口
座
振
替
手
続
き
等
。

旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
は
交
付
の
み
で
す
。

市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（広 告）

畳のご用命は、安心の畳屋さん畳のご用命は、安心の畳屋さん
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上松畳内装

　フリーダイヤル　０１２０‐５９０‐７１０

包丁研ぎを始めました。引き取りに伺った上でお届けします

落合　和一 83 歳 8.3 保　田

小林　義昭 46 歳 8.3 沖ノ館

佐藤ヨリ子 87 歳 8.4 緑　町

小野里壽雄 67 歳 8.4 保　田

原　　キミ 85 歳 8.4 下条町

仁多見ウメノ 92 歳 8.4 月　崎

小林　敏雄 89 歳 8.5 緑　町

齋藤　 夫 79 歳 8.5 七　石

佐藤フヂノ 90 歳 8.5 駒　林

太田三代次 64 歳 8.7 大　室

渡邉　　優 68 歳 8.9 稲荷町

木村　達男 65 歳 8.9 今　板

佐々木貞二 95 歳 8.11 法柳新田

新田見昭二 88 歳 8.11 小河原

青木　三郎 77 歳 8.12 箸木免

近田サトイ 94 歳 8.14 金　渕

田中　健一 83 歳 8.14 湯　沢

渡邊　良子 79 歳 8.14 金田町

渡邉　八郎 79 歳 8.15 本　明

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

 氏　名 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

小林　紡
つぐ

実
み

 外城町

里村　夏
か

奈
な

 若葉町

田村　朔
さ

玖
く

 中島町

清野　凱
かい

音
と

 北本町

髙橋　莉
り

緒
お

 北本町

北澤　海
かい

斗
と

 藤　屋

齋藤葉
は

那
な

野
の

 寺　社

大倉　希
み

羽
う

 日の出町

五十嵐千
ち

華
か

 保　田

圓山　心
ここ

夏
な

　 深　堀

小林　桔
きっ

平
ぺい

 中央町 2

ちゃん

ちゃん

く  ん

く  ん

ちゃん

く  ん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

く  ん

（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）
（　  ）

誠
幸　枝
亮

亜　実
恭　平
千　春
和　也
茜

拓　矢
香　織
祐　彦
真　希
勇
茜
将

むつ美
祐　太
美由紀
光　輝
香　理
健太郎
久　美

 氏　名 年　齢 死亡月日 住　所

（8月 1日～ 8月 15 日届出分）

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■安田支所 2階「相談室」＝ 9月 16 日（水）午前 10 時～正午

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 日程＝毎月第 1、3水曜

　※予約を取り消す場合は、必ず連絡してください。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分間）

■会場＝市役所１階「相談室」

※ 相談にお越しの際は、相談の要点をまとめ、関係資料があれば

持参ください。

※ お急ぎの人は、次の機関等を利用してください。

①法テラス新潟　☎ 0503383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係　☎ 62-2510（内線 214）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

「
う
ぶ
ご
え
」、「
お
く
や
み
」
欄
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
出
時
に
係
へ
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
内
在
住
で
出
生
届
を

他
市
町
村
に
提
出
し
、
子
ど
も
の
出
生
を
「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

この欄への広告募集！
料金10,000 円（86mm× 47mm）

問い合わせは市民協働推進課 広報広聴係へ

（内線 291・301）

PRしてみませんか
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全国高等学校ARDF 競技大会

　

7
月
26
日
、
山
手
小
学
校
区
を
会

場
に
、「
第
12
回
全
国
高
等
学
校
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｆ
競
技
大
会
（
大
会
運
営
・
水

原
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
）」
の

競
技
が
行
わ
れ
、
8
県
か
ら
23
校
、

１
１
８
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
38
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
協
賛
部
門
行
事
と
し
て
茨
城
県
で
開

催
さ
れ
た
前
回
大
会
を
除
き
、
毎
年
阿

賀
野
市
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｆ
と
は
、
ス
タ
ー
ト
直
前

に
配
布
さ
れ
る
地
図
と
小
型
受
信
機

を
頼
り
に
、
5
地
点
の
発
信
源
を
探

し
出
し
、
探
索
地
点
数
と
ゴ
ー
ル
ま

で
の
到
着
時
間
を
競
う
競
技
で
す
。

高校ＡＲＤＦの聖地で再び！ ぼ
く
も
お
代
わ
り
！

ほ
た
る
保
育
園 

カ
レ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

　

7
月
30
日
、
ほ
た
る
保
育
園
で
カ
レ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
園
児
た
ち
が
保
育
園
で
収
穫

し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
て
カ
レ
ー
を
作

る
も
の
で
、
食

し
ょ
く

へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
す
。
3
〜
5

歳
児
が
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
洗
っ
た
り
、
切
っ

た
り
し
て
、
調
理
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
は
出
来
上
が
っ
た
カ
レ
ー
を

笑
顔
で
口
に
運
び
、
2
杯
目
、
3
杯
目
と

た
く
さ
ん
の
お
代
わ
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
19
日
、
安
野
小
学
校
体
育
館
で
、

安
野
学
童
ク
ラ
ブ
の
小
学
1
〜
3
年
生

を
対
象
に
、
シ
ャ
キ
！
い
き
！
健
康
法

の
体
験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
33
人
の
児
童
が
参
加
。
友

達
の
姿
勢
の
チ
ェ
ッ
ク
や
広
い
体
育
館

を
正
し
い
姿
勢
で
繰
り
返
し
歩
く
な
ど
、

気
持
ち
の
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
正
し
い
姿
勢
の
習
慣
づ

け
が
重
要
な
小
中
学
生
に
推
奨
し
て
お
り
、

今
後
も
小
中
学
校
や
学
童
ク
ラ
ブ
等
で
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
開
催
の
希
望
等

が
あ
る
場
合
は
、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
担
当
・
健
康
推
進
課
（
内
線
６
３
５
）〕

シ
ャ
キ
！
い
き
！
健
康
法
体
験
教
室

正
し
い
姿
勢
を
習
慣
に
！

全
国
大
会
で
第
3
位
！

全
日
本
学
童
軟
式
野
球
大
会

　

高
円
宮
賜
杯
第
35
回
全
日
本
学
童
軟

式
野
球
大
会
に
出
場
し
た
オ
ー
ル
阿
賀

野
ジ
ュ
ニ
ア
が
、
8
月
18
日
、
結
果
報

告
の
た
め
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
準
決
勝
で
埼
玉
代
表
の

東
松
山
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
0
対

2
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、
全
国

第
3
位
と
い
う
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

　

主
将
の
齋
藤
竜
輝
く
ん
（
保
田
小
6

年
）
は
「
優
勝
は
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、

3
位
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
。
来
年
は
も
っ

と
た
く
さ
ん
練
習
を
し
て
、
優
勝
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
下
級

生
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

8
月
4
日
、
新
潟
市
食
育
・
花
育
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
平
成
27
年
度

学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
、
阿

賀
野
市
の
小
学
校
調
理
員
と
学
校
栄
養

士
が
出
場
。
書
類
審
査
を
通
過
し
た
県

内
8
チ
ー
ム
が
、
調
理
技
術
や
献
立
内

容
に
つ
い
て
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

阿
賀
野
市
チ
ー
ム
は
、
7
種
類
の
食

材
を
使
用
し
た
キ
ッ
シ
ュ
や
、
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
を
使
用
し
た
ポ
タ
ー
ジ
ュ
な
ど
、

多
く
の
地
場
産
食
材
を
取
り
入
れ
た
献

立
で
挑
み
、
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
経
験
を
生
か
し
、
さ

ら
な
る
学
校
給
食
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
校
給
食
調
理
コ
ン
ク
ー
ル

地
場
産
食
材
で
優
良
賞
受
賞

初
開
催
か
ら
20
年
目
！

あ
お
ぞ
ら
ど
ー
む

　

8
月
15
日
、
水
原
中
学
校
で
、
生
徒
た

ち
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
・
運
営
を
行
う

「
あ
お
ぞ
ら
ど
ー
む
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
5
百
人
が
訪
れ
、
お
化
け
屋
敷

や
宝
探
し
ツ
ア
ー
、
輪
投
げ
、
ダ
ー
ツ
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
平
成
7
年
に
水

原
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
「
水

原
時
代
村
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
も

の
で
、
今
年
で
2
年
目
。
水
原
時
代
村

か
ら
数
え
て
20
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

恒
例
の
お
化
け
屋
敷
で
は
、
工
夫
を
凝

ら
し
た
仕
掛
け
に
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
怖
が
り
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

阿賀野高校 インターンシップ

　

7
月
28
日
か
ら
30
日
に
か
け
て
、

阿
賀
野
高
校
の
2
年
生
が
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
で
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
、
学
生
が

企
業
な
ど
で
自
分
の
将
来
に
関
連
の

あ
る
職
業
体
験
を
行
う
制
度
で
す
。

　

訪
れ
た
の
は
神
田
椋
也
さ
ん
、
佐

久
間
航
大
さ
ん
、貝
瀬
莉
野
さ
ん
で
す
。

3
人
は
図
書
館
業
務
や
デ
ー
タ
の
入

力
作
業
の
ほ
か
、
市
消
防
本
部
で
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い
方
、
放
水
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。
本
物
の
機
材
を
使
っ
て
の

放
水
で
は
、
火
災
が
発
生
し
た
と
の

想
定
の
下
、
ホ
ー
ス
の
接
続
や
伝
令

な
ど
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

将来の職業は見つかった？ 市
内
3
園
の
園
児
を
招
待
！

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
体
験

　

7
月
30
日
、
神
山
駅
裏
の
か
が
や
き
農

園
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
新
潟
ラ
イ
ト
（
石
塚

久
雄
理
事
長
）
の
主
催
に
よ
る
「
ジ
ャ
ガ

イ
モ
の
収
穫
体
験
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ひ
ま
わ
り
幼
稚
園
や
よ
ろ
こ
び

保
育
園
、
双
葉
保
育
園
の
園
児
約
１
０
０
人

を
招
待
。
事
前
に
各
園
で
紙
芝
居
を
使
い
、
安

全
に
楽
し
く
収
穫
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
説

明
し
た
上
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
収
穫
さ
れ
た

ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
各
園
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

園
児
た
ち
が
自
慢
げ
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

左から神田さん、佐久間さん、貝瀬さん左から神田さん、佐久間さん、貝瀬さん

子どもたちがダーツに挑戦子どもたちがダーツに挑戦
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和
算
家
が
残
し
た
旅
日
記

　
　

「
山や

ま

口ぐ

ち

坎か

ん

山ざ

ん

道
中
日
記
」

◆
山
口
坎
山
頌し

ょ
う
と
く
ひ

徳
碑

　

水
原
八
幡
宮
（
外
城
町
）
の
境
内
に
、
ひ
と

き
わ
高
い
石
で
「
坎
山 

山
口
和｣

と
刻
ま
れ
た

碑
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
碑
は
、
水
原
出
身
で
江

戸
時
代
に
和
算
家
と
し
て
活
躍
し
た
「
山
口
坎

山
」
と
い
う
人
物
を
し
の
ぶ
た
め
に
、
昭
和
33

（
１
９
５
８
）
年
、
地
元
の
有
志
に
よ
り
建
立
さ

れ
た
も
の
で
す
。
碑
に
は
坎
山
の
善
行
を
褒
め

た
た
え
、し
の
ん
だ
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

書
は
弦
巻
悌
二
（
松
蔭
・
現
在
の
新
潟
市
北

区
出
身
の
書
家
）
氏
の
筆
で
、
当
時
の
新
潟
県

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
の
宮
栄
二
氏
が
撰せ

ん

文ぶ

ん（
碑
文
な
ど
の
文
書
を
作
る
こ
と
）し
ま
し
た
。

◆
山
口
和
、
江
戸
に
行
く

　

山
口
和
は
寛
政
年
間
（
１
７
８
９
〜
１
８
０
１

年
）
に
生
ま
れ
、
水
原
の
出
身
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
名
は
「
和
」
の
ほ
か
に
「
七
右
衛
門
」「
倉
八
」

な
ど
が
あ
り
、
後
に
「
坎
山
」
と
称
し
ま
し
た
。

　

若
く
し
て
志
を
立
て
て
江
戸
に
出
て
、
関

流
和
算
家
の
直
系
で
あ
る
長
谷
川
寛
（
西せ

い

磻ば
ん

）

に
学
び
、
高
弟
に
な
り
ま
し
た
。

　

長
谷
川
寛
の
弟
子
に
は
、
坎
山
と
同
輩
で

浮
世
絵
師
と
し
て
有
名
な
葛
飾
北
斎
と
交
流

の
あ
っ
た
人
物
が
存
在
し
、
北
斎
も
ま
た
関

流
の
和
算
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

坎
山
と
北
斎
を
結
ぶ
資
料
が
な
い
た
め
史

実
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
人
の
親
交
の
場

面
な
ど
、
大
い
に
想
像
が
膨
ら
み
ま
す
。

◆
江
戸
時
代
に
開
花
し
た
和
算

　

和
算
は
、
日
本
古
来
の
数
学
算
術
で
、
江
戸

時
代
に
発
達
し
ま
し
た
。
鎖
国
政
策
の
中
で
、

西
洋
数
学
の
代
数
・
幾
何
・
三
角
関
数
に
匹
敵

す
る
高
等
数
学
で
あ
り
、宝
永
5
（
１
７
０
８
）

年
没
と
さ
れ
る
関せ

き

孝た

か

和か

ず

が
、
我
が
国
に
お
け
る

和
算
の
創
立
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

方
程
式
論
円
周
率
・
曲
線
図
解
の
面
積
、
曲

面
に
囲
ま
れ
た
立
体
の
体
積
を
求
め
る
も
の

な
ど
、
ま
る
で
難
し
い
パ
ズ
ル
の
よ
う
な
問

題
の
解
答
を
競
い
合
う
も
の
で
、
大
名
か
ら

一
般
民
衆
に
ま
で
広
く
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

◆
和
算
免
許
皆
伝
後
の
坎
山

　

坎
山
は
、
江
戸
で
17
年
間
修
業
し
、
文
化
・

文
政
年
間
（
１
８
０
４
〜
30
年
）
の
町
人
文

化
が
開
花
し
た
こ
ろ
、
6
回
に
わ
た
り
、
北

は
津
軽
、
南
は
九
州
ま
で
旅
を
し
ま
し
た
。
門

人
の
指
導
と
合
わ
せ
て
、
各
地
の
史
跡
・
風
物
・

人
情
を
観
察
、
記
録
し
、
日
記
を
書
き
ま
し
た
。

　

こ
の
道
中
日
記
は
、
和
算
研
究
や
歴
史
・

民
俗
史
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
、
昭
和
40

（
１
９
６
５
）
年
、
水
原
町
の
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
２
０
０
年
近
く
た
っ
た
現
在
で
も
、
各

地
か
ら
学
者
が
研
究
の
た
め
に
来
訪
し
て
い

ま
す
。

◆
算
数
の
ま
ち
水
原

　

平
成
10
年
、
新
潟
県
で
は
こ
れ
ま
で
育
ん
で

き
た
ふ
る
さ
と
の
「
宝
も
の
」
に
新
た
な
価
値

を
付
け
加
え
て
い
く
「
新
・
新
潟
価
値
づ
く
り
」

を
提
唱
し
ま
し
た
。
水
原
町
は
、
江
戸
時
代

に
活
躍
し
た
和
算
家
山
口
坎
山
の
道
中
日
記

が
文
化
財
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
生

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
、
水
原
本
町
商
店
街
に
算
数
の

問
題
を
設
置
し
、
商
店
街
を
訪
れ
る
人
に
問

題
を
解
い
て
楽
し
ん
で
も
ら
う
と
い
う
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
水
原
本
町
商
店
街
の
活
性
化

を
図
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
ネ
ッ
ト

あ
が
の
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

設
置
す
る
問
題
は
、
定
期
的
に
入
れ
替
え
ら

れ
、
小
学
校
低
学
年
か
ら
一
般
の
人
ま
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
参
考
文
献
》
水
原
町
の
文
化
財
・
水
原
の
歴

史
風
土
・
水
原
人
物
風
土
記
・
水
原
郷
土
誌
料

「山口坎山道中日記」一部抜粋「山口坎山道中日記」一部抜粋

水原本町商店街に設置されている問題水原本町商店街に設置されている問題

山口坎山頌徳碑山口坎山頌徳碑

問い合わせ
市民協働推進課 市民協働推進係 ☎ 62-2510（内線282）

【フェイスブック】http://www.facebook.com/gozuccho.agano

【ホームページ】http://www.city.agano.niigata.jp/site/gozuccho/

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

家
族
み
ん
な
、
ご
ず
っ
ち
ょ
の

フ
ァ
ン
で
す
！　

 

（
50
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ふ
る
さ
と
納
税
は
素
晴
ら
し
い
制

度
だ
と
思
い
ま
す
。（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

今
回
の
間
違
い
探
し
は
難
易
度

4
・
5
で
し
た
が
、
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

5
年
前
、
自
転
車
を
こ
い
で
、
国

勢
調
査
の
調
査
員
を
経
験
し
ま
し

た
。
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
女
性
）

☆ 

国
勢
調
査
は
、
日
本
国
内
に
住
む

全
て
の
人
と
世
帯
を
対
象
と
す
る

国
の
最
も
重
要
な
統
計
調
査
で

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ナ
ス
と
ト
マ
ト
の
み
そ
ス
ー
プ
、

材
料
を
見
る
と
い
つ
も
食
べ
て
い

る
野
菜
だ
っ
た
の
で
、
作
っ
て
み

た
ら
私
に
も
で
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

あ
が
の
市
民
病
院
の
開
院
の
準
備

が
着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
ね
。
水

原
郷
病
院
以
上
に
期
待
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

県
政
発
祥
の
地
と
し
か
知
ら
な

か
っ
た
天
朝
山
。
ふ
る
さ
と
探
訪

の
天
朝
山
の
話
は
夢
の
あ
る
も
の

で
、
何
回
も
読
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
80
代
・
女
性
）

★  8月はいろんなイベントに
　　　　　　　参加してきたっちょ。

　ふるさとだしの風まつりや出湯納涼盆踊り大
会、新潟空港夏フェスタなどに参加してきたっ
ちょ。8月は暑い日が続いて大変だったけど、
イベントにたくさん参加して、みんなに会えて
うれしかったっちょ。

★9月もイベントを盛り上げるっちょ。
　新潟空港「空の日」記念イベントや京和荘で
開催される「あがのカムカム」に参加してくるっ
ちょ。「空の日」記念イベントは内容盛りだく
さんのイベントで、「あがのカムカム」は雑貨
の手作り体験などができるイベントだよ。ご
ずっちょグッズもあるから見にきてっちょ。

★ゆるキャラⓇグランプリ2015
　　　　　　　　　　  投票期間中！
　みんなの投票を待ってるっちょ！

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

子
ど
も
の
こ
ろ
に
聞
い
た
六
句
原

林
に
キ
ツ
ネ
が
出
る
と
い
う
話
を

思
い
出
し
な
が
ら
、
現
在
の
新
座

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
。　

 

（
80
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

ご
ず
っ
ち
ょ
の
バ
ッ
チ
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
10
代
・
女
性
）

☆ 

コ
メ
ン
ト
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
コ
メ
ン
ト
の
ほ
か
、
イ
ラ
ス

ト
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
書

い
て
送
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
紙
の
お
か
げ
で
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
助

か
っ
て
い
ま
す
。（
40
代
・
女
性
）

☆ 

ご
ず
っ
ち
ょ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

は
、
市
内
で
あ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
出

来
事
を
い
ち
早
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

オ
ー
ル
阿
賀
野
ジ
ュ
ニ
ア
、
全
国

大
会
初
出
場
で
第
3
位
！　

本
当

に
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

広
報
ク
イ
ズ
の
難
易
度
が
4
・
5

で
し
た
が
、
難
易
度
が
5
だ
と
ど

う
な
る
の
？　

ち
ょ
っ
と
楽
し
み

で
す
。　
　
　
　

 

（
40
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

道
路
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い

て
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
50
代
・
男
性
）

№39№39

P.N あかりんさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってま～す♪

だしの風まつりで民踊流しに参加するごすっちょだしの風まつりで民踊流しに参加するごすっちょ
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外
国
人
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
教
室
を

通
じ
て
、
日
本
で
の
楽
し
い
思
い
出
と

一
緒
に
帰
国
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
よ

う
な
細
や
か
な
願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
日
本
に
慣
れ
て
い
な
い
人
、
日

本
語
が
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
、
そ

の
よ
う
な
外
国
人
を
知
っ
て
い
る
人

は
、
ぜ
ひ
日
本
語
教
室
に
参
加
・
紹
介

し
て
く
だ
さ
い
。
日
本
語
教
室
を
通
じ

て
、
よ
り
多
く
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
を

支
援
し
、
日
本
で
の
生
活
を
楽
し
ん
で

も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
病
院
開
院
に
向
け
て

（
出
産
・
分
娩
）

　

前
回
に
続
き
、
今
回
も
水
原
郷
病

院
の
話
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

　

先
日
、
市
の
助
産
師
、
保
健
師

が
水
原
郷
病
院
を
訪
問
し
、
病
院

の
現
状
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い

て
、
看
護
師
長
、
助
産
師
さ
ん
と

意
見
交
換
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
年
間
分
娩
数
は
約
１
８
０

件
前
後
で
推
移
し
て
い
ま

す
が
、「
水
原
郷
病
院
は
建

物
が
古
く
、
で
き
れ
ば
近

く
の
ホ
テ
ル
の
よ
う
な

部
屋
（
？
）
の
あ
る
病
院

で
出
産
し
た
い
」
と
い
っ

た
市
民
の
声
も
あ
り
、
こ

の
機
会
に
、
水
原
郷
病
院

で
の
出
産
を
よ
り
多
く

の
方
か
ら
考
え
て
い
た
だ

け
る
よ
う
今
回
の
訪
問
と

な
り
ま
し
た
。

　

水
原
郷
病
院
の
特
長

は
、
医
師
不
足
、
と
り
わ
け
不
足
し

て
い
る
産
婦
人
科
医
が
3
名
（
う
ち

女
医
さ
ん
が
1
名
）
お
り
、
充
実
し

て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
助
産
師
も
11
名
お
り
、
出
産
、

入
院
は
い
つ
で
も
対
応
で
き
る
こ

と
。
総
合
病
院
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

他
の
診
療
科
と
連
携
し
、
緊
急
時
に

も
対
応
が
で
き
る
こ
と
。
小
児
科
と

の
連
携
で
、
出
産
か
ら
退
院
ま
で
小

児
科
医
が
対
応
で
き
る
こ
と
。
持
病

の
あ
る
妊
婦
さ
ん
は
、
入
院
中
で
も

そ
の
ま
ま
受
診
し
診
察
が
受
け
ら

れ
る
こ
と
。
女
性
の
産
婦
人
科
医
が

お
り
、
相
談
が
し
や
す
い
こ
と
。
入

院
期
間
中
は
、
退
院
ま
で
助
産
師
が

マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
新
生
児
の
対
応
の

仕
方
に
つ
い
て
支
援
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
に

も
、
さ
ら
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
と
し
て
、
退
院
後
も
育
児
相
談

や
母
体
の
体
調
管
理
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
る
こ
と
で
す
（
こ
の
こ

と
は
、
水
原
郷
病
院
で
出

産
し
た
人
も
、
そ
う
で
な

い
人
も
受
け
ら
れ
ま
す
）。

　

よ
く
聞
く
話
と
し
て
、

退
院
後
、
沐
浴
の
仕
方

が
分
か
ら
ず
困
っ
た
。

母
本
人
も
病
院
で
は
で

き
た
の
が
、
自
分
の
家

で
は
勝
手
が
違
う
。
母

の
母
親
世
代
も
や
っ
た

こ
と
が
な
く
不
安
だ
な

ど
で
す
。
病
院
で
は
、
特

に
退
院
後
の
体
調
管
理

や
沐
浴
の
仕
方
に
つ
い
て
相
談
に

来
る
方
も
多
く
、
し
っ
か
り
対
応

で
き
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

と
に
か
く
、
新
病
院
が
完
成
す

る
こ
と
で
、
病
室
は
明
る
く
き
れ
い

に
な
り
、
こ
れ
ま
で
不
便
を
か
け

て
い
た
点
な
ど
大
き
く
変
わ
り
ま

す
。
ま
た
、
医
療
全
般
も
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
新
病
院

の
利
用
を
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

田
中
清
善

見
に
行
っ
た
り
、
夏
は
夏
忘
れ
を
し
た
り
、

秋
は
バ
ス
で
少
し
遠
出
を
し
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
四
季
折
々
の
風
景

に
触
れ
て
、
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
少

し
で
も
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
、

毎
年
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
際
の
昼
食
で
は
、
各
国
の

自
慢
料
理
を
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
っ
て
食

べ
る
「
ポ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
パ
ー
テ
ィ
ー
」
を

行
い
、
食
文
化
の
交
流
も
図
っ
て
い
ま
す
。

◎
活
動
し
て
い
て
思
う
こ
と

　

結
婚
や
就
労
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
理

由
に
よ
り
、
日
本
で
生
活
し
て
い
る
外

国
人
の
皆
さ
ん
が
日
本
で
楽
し
く
過
ご

す
た
め
に
は
、
言
葉
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
不
可
欠
で
す
。

　

日
本
に
定
住
す
る
予
定
の
外
国
人

の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
教
室
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
、
日
本
語
が
上
達
し
て
、

あ
い
さ
つ
が
交
わ
せ
る
よ
う
に
な
る
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
お
互
い
に
理
解

し
合
え
る
関
係
を
築
い
て
も
ら
い
た

い
。
い
つ
の
日
か
母
国
に
戻
る
予
定
の

　

今
月
は
、
外
国
人
を
対
象
に
日
本
語

教
室
を
開
催
し
て
い
る
「
日
本
語
教
室

あ
が
の
」
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
◎
活
動
の
き
っ
か
け

　

日
本
語
教
室
あ
が
の
は
、
在
日
外
国

人
で
、「
も
っ
と
日
本
語
が
話
せ
る
よ
う

に
な
り
た
い
」「
友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
た

い
」
と
い
う
人
に
、
日
常
会
話
を
教
え

た
り
、
日
本
の
文
化
を
伝
え
た
り
し
て

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

新
発
田
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
を

受
講
し
た
際
、
阿
賀
野
市
に
当
時
な

か
っ
た
日
本
語
教
室
を
や
っ
て
み
た
ら

ど
う
か
と
講
師
に
勧
め
ら
れ
、
仲
間
を

募
っ
た
上
で
平
成
16
年
12
月
に
結
成
。

昨
年
末
で
10
周
年
を
迎
え
、
今
も
楽
し

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
語
教
師
1
人
を
は
じ
め
、

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
の
受
講
者
6
人

の
計
7
人
で
教
室
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
◎
活
動
内
容

　

毎
週
土
曜
の
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

福
祉
会
館
で
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
日
本
語
を
学
ぶ
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
春
は
桜
の
花

　

日
本
語
教
室
を
通
し
て
、
外

国
人
の
皆
さ
ん
の
日
本
語
習
得

の
支
援
を
し
て
く
れ
て
い
る
ん

だ
ね
。
阿
賀
野
市
の
国
際
交
流
の

一
翼
を
担
っ
て
く
れ

て
、
あ
り
が
ち
ょ
。

■ 

問
い
合
わ
せ

　

市
民
協
働
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進
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市
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協
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市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

市
民
の
力
で
ま
ち
が
輝
く
☆

日
本
語
教
室
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が
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教
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が
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活
動
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平成 26 年 3 月の受講生送別会平成 26 年 3 月の受講生送別会

8月 8日に開催された日本語教室8月 8日に開催された日本語教室

★ 8月号の正解は次のとおりです。★ ☆ 応 募 の 方 法 な ど ☆

★ 8月号の当選者
・・P.N ポリスマンのママさん　・・酒井照美さん
・・P.N ペンネームさんさん　 ・・鈴木咲弥香さん
・・P.N チビくんさん 　・・P.N 新月さん
・・P.N 農家のばあちゃんさん　・・P.N ニックさん
・・P.N トラネコさん　・・P.N まこちゃんⅡさん

《応募総数 20 通　11 通正解》
ありがとうございました。

　上の 2つの写真で、5か所だけ違うところがあり

ます。クイズの答えと広報紙への感想や意見を書い

て、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入

し、はがきか電子メール、ＦＡＸで 9月 15 日（火）

必着で応募ください。ペンネームや匿名での掲載を

希望する人は、その旨をお書きください（氏名も必

ず書いてください）。正解者の中から抽選で 10 人に

ごずっちょグッズをプレゼントします。

送付先：〒 959-2092　阿賀野市役所　広報広聴係

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
広
聴
係 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付けると

簡単です。ホームページ

にも応募用紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などをお書
きください。

　先月号の超難問はいかがでしたか？ 今月号は、小さ

なお子さんでも見つけられるように、難易度★ 2つで

す。家族みんなでチャレンジしてみてください。

紙面紙面

　8月 2 日、ふるさとだしの風まつりで披露されたダンスグループ「ピープルパワー」のパフォーマンスです。猛
暑の中、子どもたちは元気いっぱいに踊っていました。※左側が実際の写真です。

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
ハンドタオル

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪
サバとパプリカのソテー

【作り方】
① サバは骨をとり、食べやすい大きさにそぎ切りにして、酒とおろしショ
ウガで下味を付けておく。

② パプリカは種とワタをとり、細めの乱切りにする。エリンギ茸は薄切り
にする。

③  A の調味料を合わせてタレを作っておく。
④ ①のサバにかたくり粉をまぶし、オリーブ油を熱したフライパンで、あま
りいじらずカリっと焼く。両面に焼き色が付いたらパプリカ、エリンギ
茸を加える。30秒ほど炒めたら、③のタレを回し入れ、全体に味を絡める。

⑤ 皿に④を盛り付け、千切りにした大葉を散らす。

【材料】（4人分）
サバ………………………………4切れ
酒………………………………大さじ 1
ショウガ（おろす）………………1片
かたくり粉……………………大さじ 2
パプリカ赤………………………1/2 個
パプリカ黄………………………1/2 個
エリンギ茸………………………40 ｇ
　 中濃ソース………………大さじ 1
　 ケチャップ………………大さじ 1
　 しょうゆ…………………大さじ 1
　 レモン汁…………………大さじ 1
オリーブ油…………………大さじ 1.5
大葉…………………………………2枚

ル＆ルルシシシシシシ ルルルルルルっちょシょシシシシシ ルっちょシシシシシシーールルルルルル＆＆＆＆シシ ルルルルルルルルル＆＆ルル＆＆＆＆＆＆＆シシールールールルルル＆＆＆＆＆＆

A
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作 . 渡辺 紀子

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「まゆ」のおにいちゃんは いつもいっしょに あそんでくれる

の。おうちのなかや おそとで はしりまわったり、しゃぼんだま

をしたり、とってもたのしいの！ このまえは、かぞくで うみに

いってきたんだ♪ うきわをつけて およいできたの。ひろいとこ

ろで およぐことができて すごくおもしろかったよ！

石井 麻
ま

結
ゆ

ちゃん（3歳 2か月）／小松（パパ和幸さん・ママ由紀子さん）

【人の動き】 人口 44,418 人（－ 32） 男 21,508 人（－ 12） 女 22,910 人（－ 20） 世帯数 14,223（＋ 4)

平成 27 年 8 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 22 人・死亡 41 人・転入 46 人・転出 59 人

　8 月 13 日、イチジクを栽培している長谷

川修さん（小浮）の畑に行ってきました。試

行錯誤を繰り返しながら品質の向上に努めて

います。カリウムを豊富に含んでおり、高血

圧、動脈硬化などに効果があるそうです。

　わたしの名前は「マーブ

ル」。毛色から名付けても

らったんだよ。世界最小の

ウサギともいわれるネザー

ランド・ドワーフ種の 5歳

だけど、年々大きくなって、

今では 2㎏もあるんだ。

　飼い主さんがいない日中

は、ゲージの中でおとなし

く寝ていることが多いけど、

夕方に帰ってくると、おね

だりして、なでてもらった

り、家の中で駆け回って遊んだりするのが大好きなんだ。ただ、

遊んでいると、すぐに疲れて横になって休んでしまうの。もう

少し頑張って、飼い主さんと一緒の時間を過ごしたいなぁ～。

陸俊之さん（金田町）宅の「マーブル」ちゃん

　8月 4 日、水原代官所で中村義洋監督の映

画「殿、利息でござる」のロケが行われました。

当日は、出演者、スタッフなど約 60 人が訪れ、

緊張感に包まれる中、撮影を行っていました。

映画は 2016 年初夏に公開される予定です。

左：左：奏奏
かなかな

汰汰
たた

くん（6歳 8か月）くん（6歳 8か月）

今
日
は
防
災
の
日
よ

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に

日
頃
か
ら
備
え
て

お
か
な
い
と
ね

で
も
、
何
を
備
え
て

お
け
ば
い
い
の
か

分
か
ん
な
い
よ

非
常
持
出
袋
の

中
身
の
点
検
や
、

非
常
時
の
対
処
法
の
勉
強
、

避
難
場
所
を

確
認
し
て
お
く
な
ど
ね

も
し
も
の
と
き
は
学
校
に

集
ま
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う

は
ー
い


